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1．はじめに

筑波大学第2次5ケ年計画「F淀の時期にあたり，本校の将来計画案を立案する必要に迫られ，

校内委員会が昭和53年3月15日に発足した。

以来，2年間，駒場の将来計画について立案検討し，「綜合教育棟建設」を中心とする将来構

想の作成に至る経緯を報告し，今後の駒場のあり方について考えられる方々の参考の一助にでも

なれば幸甚と思い筆をとった次第である。

尚，本稿を草するにあたってほ，次の諸点について明らかにすべきであるが，紙数の都合で省

略をする。

ア，本校の創立とその沿革

イ，筑波大学創設の目的とその過程

り，本校の教育の現状に対する評価

したがって，昭和53年3月15日以降の具体的経過を紹介する。

2．昭和53年度

54．2．30．

筑波大学将来計画委員会。福田信之委員長より，学校教育部長菅野三郎氏へ下記の依療あ

り。

記

「筑波大学の基本構想」作成について（資料1）

この中で，学校数背部，各附属学校毎に下記事頃について，「貴職に御執筆いただきたくお

餅いします。」という依頼文になっている。

1．事 項

（1）学校数背部 ア，目的及び性格

イ；運営の基本方針

り，研究領域

ェ，附属学校との関係

オ，将来の構想

（2）各附属学校 ア，目的及び性格

イ，運営の基本方針

り，主たる実践研究

ェ，教育課程編成の原則

オ，将来の構想
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2

3

4

提出期限 昭和54年3月29日

提出先 企画調査室

留意事項 省略（資料1参照）

以 上

この依頼の取扱いに関して，学校教育部運営委員会が開かjl，下部委員会として，将来計画委

員会の設置が決定された。

54．3．10．将来計画委員の委嘱あり，本校でほ，佐野清，長野東が委員となる。

54．3．17．

第1回，学校教育部将来計画委員会開催

委員長に真仁田昭氏を選出，

委員は各附属校より1名，学校教育部より4名の計14名で構成。

議事：資料1の実施に関して，

54．3．19．

教官会議開催。校内将来計画委員3名を選出。

佐近良，岡本忠篤，深野明

54．3．20．

第1匝‡校内将来計画委員会 校内将来計画作成の準備。

54．3．22．

教官会議にて，駒場将来計画案（資料2）を報告説明。

将来計画案の骨子。（資料2計画の部分抜粋）

a．中・高一常数育の充実発展

（む発達段階の研究に応じ多様なカリキュラムの実践的研究

①能力。性別等閑発すべき目的に応じたカリキュラムの実践的研究

㊥社会の発展に応じて，多様な要求に適応できるカリキュラムの開発

b．現行学校教育制度における中等教育のあり方の検討

①発達段階と学校区分の関係の検討

㊥高校進学率向上に伴う教育内容の実験的研究

C．教育活動の充実促進

①勤労の精神を尊重し，勤労教育を通して調和のとれた人間形成をほたすために専属の

水田等においての勤労体験をつむ過程において，地域社会との接触を深める。

⑧国際理解教育の実践的学習をすすめ併せて，帰国子弟・留学生の受け入れを積極的に

検討する。

⑧教育工学的研究の拡充により，地域語学校と研究協力を行う。

d．教職教育の拡充

①教育実習の科学的指導法の研究
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⑧現職教育の再教育のために必要な施設等の設置

e．地域に対する教育サービス

せ）教育に関する資料の提供

⑧生徒の指導，保護者に対する相談等

以 上

この計画案ほ20日より22日までの3日間で作成されたものであったが，的場が現時点に率いて

考えられる教育実践・研究を網羅した傾向がある。今後，どのように集約されるかが問題であ

る。

とくに，本校の特色である中・高一貰教育を柱として，計画を立てたものである。

この計画を駒場案として提出することになった。

54．3．23．

第2匝l学校数背部将来計画委員会

（1）菅野部長挨拶

指摘された問題点

ア，大塚地区跡地利用について

イ，筑波地区へ附属校を設置することについて

り，筑波大学の附属校の中に普通高校が2校ある必要性は何か

ェ，教育実習に対する協力要請

（2）各部門の将来計画案説明

ア，学校数背部案（53．12．1．作成）（資料3）

この袈の中の問題点

0附属学校を可能な限り大塚地区に集中させる。

0附属学校相互における教官の交流を図る。

0学校数背部と附属学校の関係ほ，

「附属10校と一体となり……」

とある。

0筑波地区にも附属学校を設ける。

以 上

これらの問題点を各校で検討し，その結果を入れて，学校数背部案としてまとめることに決

定。

54．3．24．

教官会議 報告及び討議

学校教育部「将来構想」（案）（資料3）を検討する。

とくに，問題となった点ほ次の諸点であった。

ア，大塚地区への移転問題
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イ，筑波地区への附属校を設ける問題

り，学校教育部と附属校との関係

この討議の中でア，イについては本校が移転することが含まれており，大塚地区へ移転し，2

校ある普通高校，中学校を1校にするという方向での計画であるとの認識がもたれ，烙句場の移転

についてほ，全教官が反対の意志を表明した。これほ，筑波新大学創設準備会によって，作成さ

れた「筑波大学の創設準備について」（青表紙と略称）（昭和48年9月29日）p．5 にある。「附

属学校ほ，現在地において整備し，筑波大学の附属施設として存続させる。」

という，筑波大学へ移管するにあたっての前提条件があったにもかかわらず，移転問題がおき

ることに対して，教官団はきわめて強い違和感をもち，現地において発展するための計画作りを

進めることになった。

54．3．30．

筑波大学学校教育部「将来構想」（資料4）を決定し，企画調整室へ提出を終る。

53年度の将来計画委員会の活動は上記「将来構想」を提出することで終ったが，駒場の教官団

としてほ，移転問題に関しての今後の推移に重大な関心をもって，54年度を迎えることになっ

た。

3．昭和54年度

将来計画委員会としてほ，「将来計画」をrF成し，期日までに提出したのであるが，駒場にと

ってほ問題はむしろ持ち越した形になった。

その問題点ほ次の諸点であった。

ア，駒場の将来計画の具体化

イ，移転問題・筑波地区附属問題に対する本校の対応策の決定

これらの点の研究。調査が委員会の目標となった。

54．4．20．

第2回 校内将来計画委員会

54・3・30作成の「将来構想」（自表紙という）を教官会議において説明し，意見を求め

ることについて準備。

教官会議

確認すべき3事項
句

ア，青表紙（筑波大学の創設準備について）ほ48・9・29～54．3．31まで有効，以後は失

効している。

イ，駒場ほ現地に残って発展するということが教官の総意である。

ウ，自表紙における的場の将来計画を6月までに完成する。

54．4．28．
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第3回校内将来計画委員会

ア，筑波地区対策

イ，将来計画の充実

5月10日大学のヒヤリングあり

54．5．14．

学校教育部運営委員会

5．10の大学のヒヤリング報告

内容

ア，青表紙をベースにする（福田委員長挨拶）

54．5．15．

第3回学校教育部将来計画委員会

ヒヤリング報告

ア，アブストラクト作成過程の説明（資料5）

イ，福田氏，菅野氏より青表紙がペースであることが確認された。

ウ，この計画は2通りあり，将来の基本計画と逐年実施するものとがある。（高橋氏）

ェ，跡地問題は筑波百年の体制として，とりくんでほしい。（菅野氏）

オ，今後の作業予定

07月以降，将来計画のW－Gが発足するので，それまでに案を完成すること。

。アブストラクトの修正（学校教育部で一方的に作成したから）

0筑波地区附属のあり方り質問に対する回答案作成

（参与会あたりでとりあげられた様子なので，こちらから，提案できるよう準備した

方が得策との判断がはたらいた）

そのため，純増を可能にする方向で考えるとの委員会の共通理解が作られた。

参考 1 アブストラクトの駒場に関する部分（54年5月10日）

施設・設備 事業等

。帰国子女受入れの推進

0研究生の受け入れ

。国階理解教育研究会への協力

参考 2 第13回将来計画委員会議事録（大学サイド）（5月10日）

将来計画委員会の今後の審議日程

1．基本構想を評議会投出 5．31

2．基本構想の学内討議 6月中

3． レビューⅥr・G設置 5．24

4． レビューⅦ■・G報告書提出 6．16

5． レビューまとめ 6月末日
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6． レビュー評議会提案 7月

7．将来計画1Ⅳ。G設置

8．将来計画まとめ 9月末日

9．将来計画原案評議会提出 10月

（註）参考1，アブストラクトにおいて

「筑波地区に附属学校新設」があげられている。

54．5．18．

第4回校内将来計画委員会

問題3点の処現方法の協議

ア，各校における将来構想の具体化

イ，アブストラクトについての修正

り，筑波地区附属のあり方の諮問に対する回答案作成

54．5．21．

教官会議

ア，ヒヤリング報告

イ，問題3点の紹介と次回に決定すべきことの予報

54．6．1．

第5桓】校内将来計画委員会

ア，アブストラクトの修正

計画の方針

0中。高一一貫教育による教育開発

0多様化に応ずる教育開発

0地域に対する教育サービス

修正案（繁料6）

組織

（1）専門を主とするコースの新設

（例）0理数科コース

0芸術科コース

0保体科コース

（2）通信教育制

（3）公開講座

施設。設備

（1）コース別大。小特別教室の新設

（2）教育工学特別教室の新設

（3）水田。水源地の確保

叩214州



（4）総合体育館の新設

（5）現職教員の研修施設

（1）中。高一貫教育による教育の充実及び発展

（2）教育の多様化に対応した教育開発

（3）地域に対する教育サ【ビス

その他

（1）中学校1学級の増設

54．6．4．

教官会議

問題3点の討議・決定

テ，アブストラクトほ資料7の如く決定

イ，筑波他区間題に関してほ今までの経過についての再吟味から始めること。

54．6，5．

第4回学校教育部将来計画委員会

ア，学校教育部と附属学校のいわゆる一本線関係図が真仁田委員長より提案され，今後，検

討することで，その場でほ認められなかった。（資料8）

イ，筑波大学将来計画委員会（5．24）で取り扱われた「基本構想レビュ…」の紹介（資料9）

ウ，5．10（資料5）アブストラクトを（資料7）の如く修正。

エ，筑波地区附属学校設置についてほ，全委員の意見で純増新設の形ならば認められるとの

結論が出された。

このことを主張する上で，既設附属校の目的々構成を一層明確化することの重要性が理

解された。

れ ヒヤリングの電要話題を5月15日の議事録6項に追加する文案として

0青表紙p．5 「現在地において整備し，筑波大学の附属施設として存続させる……」ほ

筑波大学建学の前提条件である。

しかL，附属学校の問題の問題については，機会を得て検討しなければならないだろ

う。

。将来構想の中，跡地と関連する部分についてほ，跡地問題の解決が構想の前提条件とな

る。ただし，跡地問題はむづかしい。

0後略

この時点において，駒場の将来計画ほ外的要因（筑波地区，跡地問題，現在地整備問題）の影

響もあって，具体化が促進され始めた。

ただ，具体化するにあたって，駒場の個性とは何か，このことほ駒場の教育目標の検討をさけ

ては通れない状況に迫られることになった。
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54．6．19．

♪第5回学校数背部将来計画委員会

ア，アブストラクトに加える内容の確認

イ，筑波地区地元の要望について紹介

。大学と地元の連絡協議会 。県教育長 0教育実習セソタ一等

り，筑波地区に新設する附属学校の学校種別及び規模。性格について

ェ，附属学校の目的々構成をめく、、って

54．6．25．

等6匝i校内将来計画委員会

ア，第5回将計委報告

イ，将来計画を考える上で

ウ，今後の研究の進め方について

アブストラクト修正のために，イ，りを検討することが必要であった。

そこで，次のような内容について討議した。

イ，将来計画を進める上で，考えるべき問題点

外的要因

（ア）中等教育の将来への展望

川高校進学率の向上と今後の問題

桝中高一貫教育のもつ社会的・教育的意味

桓）大学教育のあり方の検討

柳生性教育の中での駒場の教育の位置づけ

内的要因

桝駒場の教育の特性とは何か

（イ）東大進学率が高いことを教育の成果と考えてよいのか

桝生徒の実態のあり方（例えば，知能指数。進学能力の高さ， それによっておきる生徒層，家

庭層の特異性）がどのような意味をもっているのか。入試制度の検討を含めて考える

（叫本校の教育成果とは何か

掃う本校の教育研究の成果とほ何か

ウ，今後の研究の進め方

駒場の教育の特性をどこにおくべきか

普遍化：生徒・家庭の層もなるべく一般の学校に近づけて，実践研究の成果がそのまま，一

般の学校に活用できるような資料を提供する。

特殊化：特殊な能力の生徒（高い生徒，ハンデキャップのある生徒）を集めて，実践研究を

行い，その成果が一般の学校に利用できるように変換できることも研究する。
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対症学校：現実の教育において問題となる生徒の治療，成育を助ける機能をもった学校。

研究学校：現場における教育研究ほ対症療法的なものを必要とする状況にあり，とかく，年

月を必要とする基礎研究的なものには，時間。予算ともに余裕をもてないので，附属学

校としては学問的な裏付けと科学的な研究方法で，教育の基礎的な研究にとりくむこと

も必要であるという意味の学校。

さて，これらの問題点をあげ，各委員との協議の結果，次掛こ本校の将来構想を作成すること

にした。

54．7．9．

第7桓l校内将来計画委員会

（1）本校の将来構想を次のように設定した。

ア，綜合的多様化構想

イ，地域サービス構想

り，交流教育構想

以上のように構想を設定した上で，各委員が研究分担を下記の如く決め，さらに，多くの意

見や協力を得るため，組織上の操作を行い，教官会議の了解を得た。

（2）研究分担（資料2 p．5 計画参照）

a，b（カリキュラム研究 綜合教育施設の新設）

C，3（教育工学教室の新設）

C，1（水田・水源地の確保 勤労体験学習の研究）

e （地域に対する教育サービス）

d （全国中等教育研究発表会 研修教育の受け入れ）

E （大小特別教室の新設）

（3）研究組織

Aカリキュラム研究（深野 明）

特別委員会 城 戸
一

夫

（国際教育プロジェクト担当）辻弘，福岡久雄，勝田和学

B教育工学教室新設（岡本 忠籍）

教育工学機器検討委員会

深 野 明

岡 本 忠 篤

佐 野 清

佐 近 良

ノク

長 野 東

深瀬幹雄，小沢治雄，大谷悦久，遠藤正之

貝沼憲兵，加藤裕司

C勤労体動学習研究（佐野 清）

技術料 岡村 彰

D教職研究 （佐近 良）

研究部 林幹一郎，白木博也，大西光興

以上のように組織分担を決定し，アブストラクトの検討を行い，次のような項目を決定した。

施設・設備
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○水田・水源地の確保

※大小特別教室の新設 ※教育工学教室の新設 ※綜合教育施設の新設

※現職教員の研修施設の新設

事業等

○中・高一貫教育の充実及び発展 ○地域に対する教育サービス

○全国中等教育研究発表会 ○研修教員の受入れ ○国際教育の研究・充実

その他

中学校1学級の増設

（摘要 ※ほ新設，○は充実） （資料10）

54．7．11．

第6回学校教育部将来計画委員会

ア，アブストラクト追加（資料10）

イ，自表紙の修正

り，各附属学校間の交流の可能性について

エ，筑波地区附属の学校種別及び規模。性格について

上の委員会において，駒場としてほ「中間のまとめ」として発表した。

この件について，全教官の総意を聞くため，アンケート（資料11）を実施し，7月20日に回収

した。

第6回委員会において討議の上，決定されたことを，筑波大学将来計画委員会に提出した。

「筑波大学学校教育部将来構想

（1）学校教育部

（2）各附属学校 昭和54年7月13日 （通称黄表紙という）（資料12）」

この黄表紙の提出により，学校教育部将来計画委員会の第一段階の作業は終ったことになっ

た。すなわち，筑波大学将来計画委員会のVG発足以前に提出が終ったことになる。

今後ほ基本構想の具体化を推進させることに主眼をおくことになる。

54．9．7．

第8回校内将来計画委員会

ア，勤労体験学習指導の構想案説明（資料13）担当 佐野 清

（1）教育活動

0水田を中心とした「いね作り」等の実践指導

0温室を主にした「草花」「野菜」等の鉢栽培の実践指導

（2）実践的研究

（3）地域教育サービス

イ，今後の将来計画の具体化について概設する。

とくに，56年度概算要求に提出する内容についての検討を行う。
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54．9．17．

教官会議

将来構想の具体化案

勤労体験学習，教育課程研究，教育工学研究，教職教育研究の4パートについて紹介。

56年度既算要求の対象となることを報告し，全教官の関心をたかめるよう要請し，次回

に討議決定することを確認

54．9．21．

第9回校内将来計画委員会

ア，教育課程研究（資料14）担当 深野 明

0日標

0編成上の要点

0中・高6ケ年を3段階に分ける。初級・中級・上級とする。

0総合講座をおく

0外国語ほ2つ以上とる

0教育側皮等

・上級学年では進路別学習集団とする

・初級ほ基鍵学力，中級でほ能力に応じて選択をとり入れる。

。国際教育を必修

。上級学年は講座制，総合講座を選択する。

・中学1学級増

イ，教育工学に関する構想（資料15）担当 岡本 忠篤

0目的

。各種学習集団の規校に応ずるSystemの開発

。各種情報の処理

0内容

。教育工学を利用した各種学習指導を実施

。弓受業分析の利用

。各種情報の処理

0施設

教育工学棟の新設

り，教育研究関係（資料16）担当 佐近 良

0研究の推進

0研究成果の発表

0研修

0施設
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研究資料室の新設 以上

54．10．29．

教官会議 計画案の解説で終る

54．11．3．

第10回校内将来計画委員会

教官会議で説明して気付いたことの点検

0今までに検討されていないテーマ

図書館，生徒集会所，購買部，生徒食堂，生徒部室等

0構想の具体化について

・施設の建設場所と現校舎との綜合的な関係の見通しをたてる。

。地域サービスの可能性の検討

技芸関係ほ可能

。国際教育のための教科の綜合化と，委員の増強

0その他

学校図書館構想が遠藤教官より出されそれについて検討する。（資料18）

敷地の図面を見ながら，全体構想について見直しを行う。

54．11．16．

第11匝‡校内将来計画委員会

ア，将来構想一覧表の内容検討（資料18）

イ，将来構想のまとめ方について

各パートより提案の施設を有効に活用できるためにはオープソシステムを採用する必要

がある。

この時点にいたって，わが委員会ほ校地，校舎の状況，予算の見通し，本校の教育・研究の現

状と未来を考えたとき，各種施設を統合して，より効率的な利用のできる施設として，オープソ

システムプランの採用の方向をえらんだのである。

54．11．28．

将来計画委員会委員長。福田信之氏から，学校数背部長菅野三郎氏へ次の依板あり，

「将来計画の資料の改訂または新規希望の提示について」

計画書を12月13日（木）までに提出するように指示があった。

54．12．4．

第7回学校数背部将来計画委員会

ア，上記依療について紹介あり，各校にて検討方依頼される。

イ，第23回筑波大学将来計画委員会報告があった。

学校教育部「将来構想」及びアブストラクトの設明及びその質疑について， とくに，前

回のヒヤリングをふまえて，今後5ケ年計画を重ノ郎勺に実施するために，その内容を整理
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して行きたい。（高橋氏より）

ウ，菅野部長より，跡地問題の重要性について，報告が行なわれた。

高橋氏より全学的に考えたいとのアピールあり。

54．12．11．

第8回学校教育部将来計画委員会，

ア，第7恒‡委員会議事録の報告・検討

イ，学校教育部研究部門将来構想の検討

り，各附属学校将来構想の検討

質疑内容

0教育三学系で教職センター構想ありその中に附属校設置の構想がある模様

54．12．17．

「学校教育部将来計画書」を筑波大学企画調査室に提出完了

この計画の中に駒場としてほ「総合教育棟」計画書を提出した。（資料19）

55．1．29．

第12回校内将来計画委員会

「綜合教育棟」概算要求の内容説明及び，今後の研究の進め方について検討

55．3．5．

第13回校内将来計画委員会

「綜合教育棟」具体化に際して，オープンシステムのモデルスク【ルを実地調査することに

決定。

調査見学及び担当者

高等学校

岐阜・麗沢瑞浪高（岡本。深野）

熊本。蘇陽高，矢部高（佐野）

川崎・日本女子大附高，東京・都小平西，埼玉・聖望，栃木・足利商（長野）

中学校

愛知。北部中（岡本・深野）

長野・筑北中（長野）

小学校

静岡・加藤学園小（岡本・深野）

富山・福光中部小（長野）

55．3．22．

第14［司校内将来計画委員会

出張報告書の作成とその検討の手順の協議

54年度ほ53年度に羅列的に作られた将来計画の内容を年かけて，「綜合教育棟」というイメ付
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ジを創り上げた年であった。

「綜合教育棟」は本校の教育の特性である自由・自律・自主性を生かす上で，この構想を生か

すことが最上と考えるに至ったのである。

4．昭和55年度

54年度に生まれた「綜合教育棟」構想を本年度においてほ具体化し，教官全体の合意を得て，

的場の教育の向上と，さらに，教育界への新らしい情報提供が可能になるようにすることが目標

であった。

55．4．18．

第15匝！校内将来計画委員会。出張結果の報告と検討。

55．5．9．

第16回校内将来計画委員会。

「綜合教育棟」の説明。検討のための校内研修会の準備

55．6．30．

校内研修会

出張報告を中心にして，具体的に，オープン，システムの学校の施設・設備・機能等を紹

介，駒場の将来計画にとりあげた意味を説明した。（資料20）

55．6．16．

9第回学校数背部将来計画委員会

筑波大学の基本構想が配付された。

跡地問題に関する経過報告

ア，「国有財産中央審議会会長・江沢省三より大蔵大臣。竹下登氏への答申書」

を中心にして報告，高山委員会の動勢について触れる。

イ，「学校教育情報資料部門」プランの追加申請の紹介があった。

ウ，大塚地区施設利用懇談会要旨の報告

55．6．23．

第17回校内将来計画委員会

校内研修会の準備のための学習会を行うために，都立大学教授・長倉康彦氏を囲んで，

「綜合教育棟」構想について，指導を受ける。

55．9．19．

第18回校内将来計画委員会

今後の研究方向決定

ア，教育課程編成に関する問題点の調査

0生徒の興味・関心の調査

0科目の選択の多様性の調査
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。教育課程編成上考えられる類型の研究

イ，教育実験

0個別化学習 0集団化学習

等の評価法の教育工学的研究。

0情報作成

55．11．28．

第19回校内将来計画委員会

ア，教育課程研究への試案（深野）

教育目標

自主性の育成。創造性の育成・国際性の育成 （資料21）

55．12．13．

第20回校内将来計画委員会

57年度概算要求検討

研究紀要原稿作成について

56．1．12．

第21回校内将来計画委員会

教育実験・調査についての検討 以上

校内将来計画委員会は以上のような経過を経て，「綜合教育棟」建設が将来の駒場にとって必

要なものであるという結論に達した。

この結論にいたるまでに，二年間の期間というのは，科学的調査をするためには時間が不足し

ていた。

この研究の過程を通して，明らかにしなければならないと思ったことほ，次の諸点である。

（1）駒場の教育目標・期待される人間像について，教官団が建設的な姿勢で検討にとりくむこ

と。

（2）駒場の生徒の能力・関心・興味の基礎的科学的ク｝析を通して，実態を把握する。

（3）綜合教育棟によって期待される教育効果を，可能な限り教育実験を行って，測定し資料を

整理分析したい。

以上の中で，委員会において分析・調査中のもの，または，計画中のものは次のものである。

5．研究資料・計画

（1）生徒の知的能力の特性

綜合教育棟のアイ′デアは，オープシステム・スクールにその契機がある。

学習空間を自由に設定できることほ，時間・空間。人間の壁をとりはにうためのカギになるで

あろう。

それは，今までの固定した教室と，弾力性の少ない生徒の生活時程の中から生まれる生徒の意

識の1800の転換を期待するものとして，オ叩プソシステムを考えたものである。
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このことによって，成長を期待できる生徒の能力は創造性である。

恩田氏によれば，創造性は創造力と創造的人格によって形成されており，創造性を育成する空

間として，教室のオ【プソ化が適切であるということは研究されている。

（注，新らしい学校建築計画 p．118）

ここで，駒場の生徒の知的能力の特性を因子分析の結果によって示すと

第1因子 精神反応の度数の多さ

受容性の豊かさ（自己統制力・順応性・情緒的適応性。ステレオタイプ）

情緒不安定

第2因子 創造性偏差値

（思考の柔軟性・具体性。流暢性）

第3因子 知能偏差値

（回転図形。数学的能力・数字文字照合置換）

第4因子 環境不適応性

以上のような結果を総合的に解釈すると，駒場の生徒ほ「興味。関心の量・質ともに豊かで，

積極的に環境から情報をとり入れる一方で，情緒の変化が激しく，創造性の方が知能よりも優先

する傾向がある。アイデアの量。領域ほともに豊かで，発達に応じて，成長することがわかる。」

このような傾向をもつ生徒の教育にほ，「綜合教育棟」が有効な機能をはたすものと思われ

る。

（2）生徒の興味・関心の調査

昭和55年3月の卒業生に対する調査の中の一つだけをあげることにする。

教科に対する興味の程度（モ血8～14）

大変興味がある

幾分 ク

普 通

あまり興味がない

全くない

と，学習環境が整っていると感じる程度

十分整っている

大体 ク

4

3

2

1

5（沌．22）人数15

4 13

まあまあ 3 36

あまり整っていない 2 50

全く不十分である 1 21

という2問についてのクロス集計の結果ほ次の表の通りである。教科に興味があって，環境に不

満をもっている生徒が相当多いことがわかるであろう。

（3）実験計画
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情緒伝達に対する生徒の反応に対する調査

バドミントンのシャトルを打った飛距離の伸び方と情報伝達の方法との相関の調査

方法としてほ， 口頭，図解，VTR等を用いたい。

生徒の方ほ創造性による2元分析を行ってみたい（2月実施の予定）

（4）fヒ徒の学習に対する関心の調査

選択科目等の興味度。父兄の学習に対する関心の調査（昭和49年度実施）の比較

以上のようなデータを作成して，綜合教育棟建設の必要性について，科学的に分析を進めて行

きたい所存である。

最後に，二年間の委員会の活動に対する教官団の御協力と，委員の時間を忘れての献身的な活

動がここまでのプラン作成に至ったことを心より感謝の意をのべて，滴聾することにしたい。

駒場の未来への一石にと燐いながら．／
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資 料 帆ふ 覧

資料1「筑波大学の基本構想」作成について（依頼） 昭和54年2月20日

将来計画委員会委員長 福田信之氏より，学校数背部長 菅野三郎氏へ

資料2 「筑波大学附属的場中。高等学校」将来計画案 昭和54年3月23日

資料3 「筑波大学学校教育部将来計画（袈）」 昭和53年12月1l二‡

資料4 筑波大学学校数背部「将来構想」（自表紙） 昭和54年3月30日

資料5 「筑波大学学校数背部将来構想」（略称。アブストラクト） 昭和54年5月ユ．0日

資料6 「筑波大学附属的場中。高等学校将来構想」駒場将来計画委員会 昭和54年6月4日

資料7 「筑波大学学校教育部将来構想」 昭和54年6月5日

資料8 「国立大学の附属の学校の校長の監督権老について」 昭和54年5月22［］

総務課・法規係

資料9 筑波大学将来計画委員会作成の「基本構想レビュー」

資料10 「筑波大学学校教育部将来構想」 アブストラクト

臼獅帽4年5月24日

昭和54年7月13巨！

資料11「将来計画に関するアンケ叩ト」 昭和54年7月11日

資料12 筑波大学学校数背部「将来構想」（通称。黄表紙） 昭和54年7月13日

資料13 「勤労体験学習指導」の構想 佐野 清 昭和54年9月7日

資料14 「教育課程」構想 深野 明 昭和54年10月29日

資料15 教育工学に関する構想 岡本忠籍 昭和54年10月29日

資料16 研究関係の構想 佐近 良 昭和54年9月21日

資料17 学校図書館構想 遠藤正之 昭和54年11月3【三i

資料18 駒場将来構想一覧 昭和54年11月16日

資料19 「学校教育部将来計画書抄」 昭和54年12月13日

資料20 「校内研修会報告資料」 昭和55年6月30日

資料21「筑波大学の基本構想」 昭和55年2月28日

資料22「教育課程」構想 深野 明 昭和55年11月28日
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昭和54年2月20日

（教科1）

学校数背部長

菅 野 三 郎 殿

将来計画委員会

委員長 福 田 信 之

「筑紋大学の基本構想」作成把ついて（依顔）

本委員会は，将来計画立案の基礎とするため，標記の作業を進めています。つき優しては，御多忙

のところ恐縮ですが，別添贅料（評議員各位には配布ずみ）を御覧の上，下記事項につき，賓俄に御

執発いただきたくお願いし壇す。

記

1．番 項

（1）学校数背部 了．目的及び性格

イ．遜営の基本方針

り．研究領域

エ．附属学校との関係

オ．将来の構想

（2）各附属学校 了，目的及び性格

イ．遅営の基本方針

クモ 主たる実践研究

エ．教育至採程編成の原則

オ．将来の構想

2．提出期限

3．提出先

昭和54年3月29日

企画調査室

4．留意事項

（1）各項目は，できるだけ簡潔・明確に，箇条的にお香きください。せた，規則集，既刊の賀料等

御参照ください。

〟1
－

12）「目的及び性格」については，大学の目的托したがい，当該機開設置の目的・趣旨・存在理由

等を明らかにし，性格については，従来の他の機関または組織等との比戟をも考慮に入れて，そ

の特徴とするところを記述してください。

（3）「適営の基本方針」については．当該機関をいかなる方針に基づいて遜営するか，とくに大学

の研究・教育活動，その他の諸活動との関連における当該機関のあり方に及んで記述してくださ

い0

（4）「研究領域」把ついては，網羅的でなく，現在及び将来に向けて重点的把整備すべきものを分

類してあげ，。各分野忙ついて簡単な説明を付してください。

（5）「主たる実践研究」については，日常的，年次約托企画推進するものを整理統合し，当該附属

学校が目指す実践研究の重点項目及びその内容を簡潔に記述してください。

（6）「附属学校との関係」把ついてぬ，規則にもられている認容項を参照し，学校数背部との関係

をわかりやすく記述してください。

（7）「教育課程編成の原則」把ついては，当該附鴎学校の目的，性格及び教育の基本方針，内容等

に基づいて，いかなる原則ないし考え方で教育課穣を編成するかを明らか托してください。

（8）「将来の構想」把ついては，当該機関として，将廉かくありたいという基本的な考え方，方向

づけ，計画等を，実現性をも考慮把入れて重点的に記述してください。ただし，特記すべき番項

がなければ除いてください。填た，いわゆる「将来計画」と直接に関連させる必要はあり凛せん。

（9）記述の内容は，当該機関の教員の意向なども勘案し，祭儀（及び各附属学校長）の責任にぉい

てお壇とめください。

吐ゆ御提出いただいたものは，将来計画委員会にぉいて全体的見地から調整し，必要に応じて字句

等の倦正を教職と御連絡をとしながらさせていただくことがありますので，あらかじめ御了承く

ださい。

ー 2 －－



（め6・3制の施行後30年の経過と，近年，高校進学率の著しく向上していることに対応、し

て，中等教育の新しぃあり方を検討する。

イ．道営の基本方針

本校は，筑汲大学の附属学校として，7．の目的及び性格をもち，その目的を速成するため，伺

ーキャンパス内において，中学校と

て．校務の道営を行っている。

本校拭おける…体

が，それぞれの校則把示されているように叫一体となっ

とは，次のような内容である。

（1）弾任教員は互いに中Yまたは高を併任し，中・高の別なく中1～高3までの教科指導及び特別教

育活動の指導に当たる等人単を－一体化する。

（2）中・高の校長は一人の教授が併任する。

（3）各務職員は中・高を兼ねて召葺務を担当する。

（4）中・高の予算は超用蔚iで共用する。

（5）施設・設備は同一一キャンパス内で共有する。

（6）校務 中・高を通し，一つの学校組織で巡営する。

（7）そi三徒は，中学校から高校へ全員連絡進学し，6カ年を通した指導を受ける。

（S）中・高の教科指導は6カ年を配慮して行う。

（9）学校行窃・特別教育活動等は中。高生徒が仙体となって行う。

t畑 教員はr一卜高を通した数百研究を行う。

（川駒機会（PTA），同窓会は中 高単一山の組織である。

ウ．主たる頚ミ践研究

本校では中・高…i箋教育体制により，その教育効果をあげるため陀，次のような実践研究を行っ

ている。

（1）中・高一岩音カリキュラムじi∃発のための準備研究

a．教育体制の整備

b．発達過篠の調査

（カ別造的能力の発達調査

（労認識能力の発達調査

c．発達に£㌫ずる教材の開発・収集

b．学習畷囁が生徒の発達に及ぼす影響の調査

－ 3
…

筑 波 大 学 附 属 駒 場 中 高 等 学 校 （餐料2）

54年3月23日

7．目的及び性格

（1）目 的

a．筑波大学純絹駒場「！コ学校は，小学校における教育の基礎のwi二に心身の発達把応じて中等普通

教育を行うととも把，筑波大学附属駒場高等学校と山体となって筑波大学にかける，生徒の教

否与て関する研究に賂力し，かつ，筑波大学の計画把従い学生の教育策習に当たることを削杓と

する。（筑波大学開成駒場中学校則第1蚤第1条）

b∴筑波大学附由芸駒場高等学校は，中学校托おける教育の基礎の上に心身の発達に応じて，主と

して高等普通孜育を行うととも把，筑波大学附属駒場中学校と一体となって筑波大学把かける，

生徒の数昏に関する研究把協力し，かつ，筑紋大学の諾一書画に従い，学生の教育実習の実施に当

たることを朗勺とする。（筑波大学附拭駒場高等学校校則第1

筑波大学附属駒場中学校ならびに筑波大学附属駒場高

1条）

（以下両校を本校と総称する）

は，法令に定める学校数百を行うとともに筑汲大学の各学系，学校数背部と協力して「数字ぎの

実践的研究」，「数符研究の濃淡・焚岩汀三」，「学勺三の教帝実習」，「硯ユ除数員の研修」のため

の機関としての任務をもっている。

（2）性 格

本校は，歴史的経緯および中学・高校それぞれの学校の校則に則り，中・高一体となつて，男

－一戸生徒に，中学校（前妙iコ筆数育）から高等学校（後i抑1－】等教裔）までの中等教育を伽－i一言して行

ない，かつ，附属学校としての中等教育を研究することを主眼としている。

a．中・高一叫主謀教否の推進把より，次のような凄妄を行なっている。

（カ 中・高の時柑jは，心身の発達変化の顕著那寺期なので進学による弊苔を除き，人間として

の調和（かとれた生徒を帝成するため中学から高校へは連絡進学とする。

（重 大都「‡ブに住む生徒の人間形成の面で，【モ‡らの手で作り上げる喜びを見出させるため，水印

作業等の勤労拓かかわる体験的学習を施している。

（萄中等教再会体を通して充実した効果的な数帝課程を作り，これを生徒に施している。

b．現行数密制度にかける中学校・高等学校教育のありノブ（前・後期中等教育）を本校の中・高

一主謀数符の′実践を通して検討する。

（カ現行制度は，中学校3年と高校3年とに分けられているが，この時iむjの生徒くま，情緒が不

安定把なりがらで心身ともに若しく変化する時制であるから安定した数否環境で教育を施す

ための，この制度の検討が必紫である。

－
4 －



（2）中・高〟貰‡カリキュラム開発のための実践研究

a．教材の内容面と発達過程とに応ずる州買性の研究

b．特別教育活動の－買カリキュラムの研究と実践

c．教育過程と生徒の身体の発達把ぎ渇する研究

d．創造的能力構造の分析研究

（3）教育工学的手法の開発研究

VTR授養分析・診断LL等のシステム化

（4）国際理解教育の研究と実践

（5）教育実習の効果的指導のための研究

エ．数裔過程約成の原則

教帝過程節成の原則は，人間として調和のとれた生徒の育成を目指し，生徒の心身の発達段階と

特性を十分考慮して，適切な教育課程を舶成する。

（1）中等教育紅かける教密謀程把閲し，その改普に賀する寒践研究を，生徒の教育上適切な配慮を

しながら行う。

a．中等教育の学習指導要領の研究的実践

b．中等教育の学習指導要領改善に賀する教育課程の研究的実践

（2）数背課程航成の研究は，附属学校教員と学系・学校数背部教員が必要に応じ，相互把協力して

行う。

a．本校教員による教育課程検討要員会の設置～

b．本校教育課積検討委員会と協力校把よる研究約実践

c．研究プロジェクト専門委員会と学系による理論的研究と実証

（3）本校把おける教育課礎の約成は発育・発達の著しい中等教育6カ年の男子生徒を対象とし次の

点を配慮して行う。

a．教科・分野▼科目の6カ年指導方式による実践

bり 教科・科目数窒方式の実践

c．勤労教育の実践

d．総合教育の実践

e。発育発達把応じた教育の実践

fゥ教科指導と特別教育活動との統合

〝 5
㌦

オ．将来の構想

（1）基本的な考え方

ア・に示した本校の性格は，創設以来伝統的に勤労にかゝわる体験的学習を蚤祝し，生徒の白

秋ゎな幅広い，人格の形成をめざしている。

このような教育星てよって，数多くの有為な人材を．社会に送り出した本校の教育を駒場の地にお

ぃて，発展拡充するために・筑波大学学系。学校数背部の協力を碍て次のよう郎等来計画を実現

したい。

（2）諾〟書 画

a．中・高一環教符の充実発展

始 発逮段階の研究把ぷ㌫じ多様なかノキュラムの実践的研究

功 能力・性別矧謂発すべき，目的把応じたカリキュラムの宋銭的研究

④ 社会の発展把応じて，多様な饗求把適応できるカリキュラムの開発

b・現行学校数背制度における中等教帝のあり方の検討

（カ発達段階と学校区分の関係の検討

㊥ 高校進学率向上把伴う教育内容の突放的研究

c．教育活動の充実促進

①勤労の精神を額遷し，勤労教育を通して調和のとれた人間形成をはたすために＿制式の水田

等においての勤労体験をつむ過程托卦いて，地域社会との接触を深める。

＠ 国際理解教育の実践的学習をすゝめ併せて．帰国子弟 留学生の受け入れを稀榛的に検討

する。

④教育工学的研究の拡充把より，地域諸学校と研究協力を行う。

d．教職教育の拡充

① 教育実習の科学桝巨導法の研究

④ 現職教員の再教育のために必饗な施設等の設置

e．地域把対する教育サ…ビス

（カ教育に関する祭料の提供

④ 生徒の指数保護者に対する相談等

－ 6 －



筑 波 大 学 学 校数 背 部 将 来 計 画（案）

昭和53年12月1日

餐科3

筑 波 大 学 学 校 数 背 部

Ⅰ将来計画の基本方針

筑汲大学学校数背部（以下「学校数背部」という。）は，

（1）児童生徒又は幼児の教育及び保育把関する実際的研究を行うとともに，

i2）学長の監督の下に附属学校の遜常に関する校務について総括及び調整を行うことを目的と

している。

この日的を実現し，我が国における学校教育の改善把資し，広く国民の期待と社会の要請にこた

えることは，我が国の学校教育発展の中核となって，その基礎を築いてきた，旧東京高等師範学校

以来の輝かしい伝統と英検を継承して設置された学校数背部の使命である。

筑波大学把は，現在，普通教育を行う附属校（′J、学校・中学校・高等学校），特殊教育を行う附

属校（盲学校，商学校．餐静学校≠肢体不自由児一精神薄弱児）及び職業教習を行う附属校（高等

学校）の10校があり，教育の面から多様な内容を含んでぃる。

このことは，学校数背研究の立場からみるとき，極めて有利な条件を備えてぃるということがで

きる。′ト中・高を通した－買教育の研究，あるいは一般の児蛮・生徒に対する教育と，心身に障

書のある児童・生徒把対する教育との相互の関連托つぃての教育上の特質の究明など，一般には行

い難い研究をすることが可能である。これこそ，学校数背部拓かける研究面の特性ということがで

きよう。更に凄た，心身障害及び教育相談に関する臨床的活動も含めて実際的研究が行えることは，

研究上の等質として挙げることができよう。教育に関する単なる理論研究では夜く，教育実践の中

から生みだす理論，理論の寛践の一体化を目指す濱際的研究は，我が現の学校数脅忙大きく貢献す

るであろう。

以上学校数背部の目的と使命にかんがみ，教育研究の特性をふまえて，その成果を十分に発揮

できるよう，次のとおり将来計画を策定する。

ー 7 －

1 研究活動と機能

（＝研 究 態 勢

学校数背部は，附i萄10校と一体となり，また駒係学系等とも密接な遜紫を図り凌がら，基

幹研究（プロジェクト研究）及び領域別研究を通じて，学校教育に関する基礎的及び応用的研

究を行う 0襲：把，心身に問題をもつ児塵・生徒に関する研究把おいては，全附属学校及び関係

学系と関連を凶りながら，広く関戸を一般に開放し，実際的・臨床的活動を通して研究を行う。

2 施設・設備，教員紐級等

（1）附属学校を可能を限少大塚地区に集中させ，新たに就学前教育の機関を設ける。

（2）教育実習，現職教育，合宿訓練治療のために必饗な宿泊施設を設ける。

（3）臨床実習，公開授業，教育相談・冷感を充実するため把必要な土地建物を用意する。

14）教員組級を整備充実し，それら教員の教育研究に必要な施設設備を拡大する。

（5）教育資料館を整備し，教育博物館としての機能を果たすようにするために必要な施設・設備

を充実する。

n 将来計画の具体策

1 教習鞘発研究分野

（1）将来計画の基本方針

ア 「基幹研究」（プロジェクト研究）と「領域別研究」の二本立ての研究体制をつくること。

Pう「基幹研究」と「韻域別研究」の必要性

数密閉発研究分野は，10附属学校を背景とする州般児童・生徒に対する教育と心身忙

障害をもつ児童・生徒に対する教育に共通する次のような「基幹研究」（プロジェクト研

究）計画をもっている。

a 幼・′j＼・中・高一買の縦断的教育課程の編成とその指導法（教育工学的手法を含む）

の研究開発

b 勤労にかかわる体験的学習の教育構造的研究

（イ）「基幹研究」体制の内容

a 「基幹研究」としては，上記（7）の中に二大テ叫 が設定されているが，更把具体

的な／」＼テーマ把細分して研究会を設ける。

b 研究会メンバーは，幼かう高把至るそれぞれ関連した教翰，希望者，学校数背部専従

〝 8
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12）組級・機構に関する計画

ア 幼リト・中高校が一体となる体制をとること

研究テーマが，幼から高に至る教育内容にかかわるものであり，そこで学習している児慶

・生徒拓かかわるものである以上．研究を効果的に，濠た，充実したものにするため把は，

幼から高把至る教育内容を十分把理解するととも把，児童。生徒の実態を詳しく把握してい

くことが重賓である。更陀，幼・小・中・高の各学校が，それぞれ一体的な協力体制をとる

（カ助・′ト中・高教官の相互の交流を行う。

現行の学校数帝制度からみれば，教諭は，それぞれの学校の教諭という添を取り去るこ

とはできないであろうが，研究を効果的に進めるため把，できるかぎり一体の形していく

ことが必饗である。

そのため把は，幼・ノト中・轟の教官が相互忙交流するようにすることが望漕しい。これ

によって指導把関連して各学校間の交流を図ることも容易把をる。

幼 稚 濁 ′J、学 校 中 学 校 高等学校

イ 附属学校と学校数帝都を一体化すること。

教育研究を強力に推進するためには，上記のように附属学校の幼・中・高仙〆体の体制を作

作ることも，附属学校と学校数背部が緊密な協力体制を作ることが重要である。特把，学校

数背部の研究が，「実践に基づく教育研究」という特質をもっており，それを生かすため（乞

は，教育現場である附属学校と学校数背部が奥把一体化することを考える必要がある。

（ア）附属学校を学校数帝研究上の機関として位鼠づける。

現在，附拭学校は，大学忙付置された学校として位餃づけられ，学校数背部が「その遅

営壬て関する校務把ついて総括及び調整を行う」という形になっている。これを上記の趣旨

のもと把，附梶学校を「学校数背部にかける教習研究を行う機関」として位置づけ，教育

の現場と教育の理論研究の両面をもつものとした学校数背部の機構を作る。

い）附属学校相互把おける教官の交流を図る。

t3）7 教育研究像讃（附属幼りト中勺高校）を称－キャンパスに置くこと。

教育開発研究における成果をあげるために，幼・小・中ウ高，一体の体制をとり，児蛮・

生徒の〟貿，教官の附属学校間の交流を図ることが必繋であるが，それを実際に生かしてい

くためには，附属幼・′J＼・中・高校が地理的忙離れた場所把あっては，その実があがりにく

い。どうしてもこれらの附属学校は，同一キャンパスにあり，しかも，どく短時間内に往来

できるよう忙しておく必贅がある。そのため把は；附属′j＼把接近して幼稚掬を設けること，

附属中・高校が附属／J＼学校の近く把移転することが望浸れる。

－ 9 －

叫10叫



筑汲大学学校数背部「将来構想」（案） 資料4

54．3．30

（1）学校数背部

ア．目的及び性格

筑波大学学校数背部は，児童・生徒又は幼児の教育又は保育把関する実際的研究を行うととも

に，学長の監督の下に附属学校の巡常に関する校務について総括及び調整を行うことを目的とす

る。（筑波大学学校数背部規則第1条）

筑波大学には，現在，4研究分野と教育資料部門をもつ学校数背部，並び把普通教育，特殊教

育及び磯菜教育を行う附属学校あわせて10校があり，多様な教育条件を備え，学校数背研究の

立場からみるとき，極めて紫重な存在である。すなわち，幼，小，中，高等学校を一環した教育

研究，一般の幼児，児童，生徒に対する教育と心身把陪賓のある幼児，児敦，生徒に対する教育

との相互の朋遵把つぃての特質等の研究が可能である。

このような寒態をふ填えて，学校数背部研究分野は，各附属学校及び各学系と協力して理論と

実践の…体化を図る研究を行う。

また，教育資料分野は，筑汲大学が保持する貴重な資料を整理・展示・閲覧等を行うとともに，

内外の教育関係資料を鎮めて，本学の研究活動に供するだけでをく，広く公開し，我が国の学校

数帝の発展に寄与する。

イ．道営の基本方針

前記の学校数背部の目的を達成するため把，学校数背部適営委員会をはじめ，各種専門委員会

等が組織され，学校数背部及び各附属学校の避営を有機的に行う。

填た，研究プロジェクトの遂行把当たつては，学校数背部研究分野，各附属学校及び関連学系

の三者が協力し，理論と実践の一体化を図る。

具体的には次のような組織を構成して実施する。

（力学校数背部遜営要員会

当委員会は，学校数背部長，附属学校の校長，教育審議会及び研究審議会が推薦する教員，

学校数背部の教員及び附属学校の教頭で構成され，学校数背部及び各附鴎学校に関する遜営の

基本方針を定め，これに基づいて各種事業を行う。

（イ）学校数背部将来言†画委員会，学校数背部研究プロジェクト専門委員金

一11〝

学校数育部運営委員会の委嘱をうけて，現在，二つの委員会が設けられている。雨着とも学

校数背部研究分野と各附属学校の意見を検討し，共通理解を十分に得た上で成案を得る。

（ウ）研究プロジェクトと研究委員

遅営要員会で承認された研究プロジェクトは，学校数背部教員と各附践学校把委嘱した研究

委員が一体となって研究を推進するとともに，関連学系の教員の専門的を立場からの協力を得

て実施する。

ウ．研 究 領 域

学校数背部把は，教育き苅発研究，′L、身障言及育研究，教育相談研究及び教職教育研究の4分野

を有する研究部門とともに教育教科紗－ヨがある。

これらの各部門及び各分野は，相互の関連を図り，各附除草校等との密接な連携を保ちながら，

学校数背の現場の時代的要請にこたえて実際的研究を推進する。

Ⅰ 教育開発

川 基本方針

本研究分野は，「基幹研究」（研究プ＝ノェクト）と「領域別研究」の2本立ての研究体制を

とる。

この研究分野では，10附属学校を背景とする幼児，児褒，生徒把対する教育に共通する研究

計画をもち，それを推進する。

Hj 縫紋及び機構に関する計画

a 幼児，児童，生徒の幼稚園から高等学校填での一員した教裔の研究体制をとり，追跡的研究

を容易托する。填た，可能な限り各附慌′学校間の教員の相互交流によって研究の効果をあげる

ようにする。

b 基幹研究及び領域別研究が効果的把推進できるような施設・設備等を拡充・整備する。

c 早期教育が人間形成把大きな影響を与えることにかんがみ，母親学級の開設及び幼稚筒を新

設する。

（ウ）研究プロジェクト

a 基幹研究については，現在，幼児，児童，生徒の諾能力の発達過過程の寒践的研究を進めて

レ、る。

b 上記の研究を基礎にして幼，小，中，高一貿の従断的数百課程の編成とその指導法（教育工

学的手法を含む）の研究開発を進めている。

ト）領域別研究

各教科及び教科以外の領域研究を推進し，基幹研究とのぎ常連をつけながら研究開発把凝り組む。

叫12
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エ．附属学校との関係

（1）学校数背部は，学長の監督のもとに，附属学校の遜常に関する校務把ついて総括及び調整をす

る。この機能を果たすため，学校数背部運営委員会が設けられ，各種の課題について十分な検討

が行われている。

（2）学校数背部は研究プロジェクト専門委員会で策定し，遜営委員会で承認された研究謙譲忙つい

て，各附属学校より推薦された研究委員と協力して附属学校間の調紫を図りながらその研究を推

進する。

i3）学校数背部は，各附属学校の要請に応じ，その研究の推進把協力する。

（4）学校数背部は，各附属学校における教育把関する漆項につぃて協力する。

（5）学校数背部結，各附属学校ととも把，教育実習の実態や問題点を探ぐり，その改善方法を策定

する。

16）学校数背部は，各附属学校とともに，現職教育の実施について，その遜営の仕方，研修の在夕

方等について検討し，調整や推進を行う。

オ．将来の構想

け）基本的な考え方

a 学校数帝都規則忙示された目的を達成するため把，必饗な研究分野等の機能を拡充。整備す

る。

b また，現職教育の方法等に関する具体的な方策を明らかにするととも打，そのための組級，

施設を設ける。

c 更に．実験学校，教育実習校としての附属学校の在り方把ついて策定し，その機能を果たす

ために必要な絶後，施設，設備の充実り整備をする。

（イ）附属学校の在り方に関する検討

（a）教習研究の仰一貿体指毒Jの安価

真打役立つ教育課程の開発研究を行うためには，幼児，児童，生徒の発達過番を明らかにし，

それに応じた教育の在り方を考えなければならない。そのため把は，教育の－買体制について

吟味し，例えば次のようを整備をして行く必感もある。

・幼児匂児塵，生徒の保育や教育の－一芸・‥…幼稚乳 幼児部（母親学級）を設猥し，長期的

に発達の実態を明らかにするための付・貰性をもたせる。

・

可能な範開で幼稚軌 小，中，高校の教員の相互交流‥‥‥教育研究の－買性を州屑高める。

（b）学校数帝研究の普遍性と多様性への対応

・既設附属学校の性格とその目的的構成について吏紅綬討する。

－13－

・ 各附好学校の使命達成のために望ましい施設・設備の在り方を検討する。

・ 文学，理数，芸術，体育及び外国語等に興味や関心をもち，それに相応の能力・適性をも

つ者に対する適切な教育課穣の在り方を研究する。

・帰国子女に対する望ましい教育課積の在り方，特に帰国子女のそれまでの生活経験が十分

に生かせるような新しい教育課程や学校制度の在り方について検討する。

・筑波地区把附属学校を新設することを検討する。

・なか，その性格及び規模については今後の検討中である。

。研究学園都市（地域社会）の要望からその必要性がある。

・教育実習校の拡充を図る。

・教育方法の現代化を考えたモデル的筏施設，設備を黎える。

へ研究学陸j都市（地域社会）の学校教育に及ぼす影響を比餃研究する。

（ウ）その他

（a）小学校教員免許取得の教職課目について配慮する。

（b）附践学校教員の研修制皮を用意する。

－14
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学 長

国
立
大
学
の
附
属
の
学
校
の
校
長
の
監
督
権
者
に
つ
い
て

（
昭
和
五
凶
・
五
・
二
三

筑

波

大

学

統 督

学 校 数 南 部 長

総括・調塵

校 長

附
属
学
校
が
置
か
れ
て
い
る
他
大
学

川

附
属
学
校
部
長
が
鮭
か
れ
て
い
る
大
学

（
東
京
学
芸
大
学
・
愛
知
教
帝
大
学
・
広

島
大
学
及
び
細
岡
教
育
大
学
）

の
場
合

学 長

統 督

附 属 学 校 部 長

整 理

長校

は

前
号
以
外
の
大
学
の
場
合

統 督

長

長都

督監

長

学

学督監

（
単
科
大
率
（
滋
印
）
の
場
合
）

総
務
課
法
親
係
）

根

拠

法

令

○
国
立
学
校
設
置
法
施
行
規
題
（
抄
）

（…脚㌍糾年…㌍。）

へ
附
属
学
校
部
長
）

第
三
条
の
三
別
表
第
二
紅
梅
げ
る
大
学
又
は
学
部
忙
、

附
属
学
校
部
長
を
置
き
、
そ
の
大
学
の
教
授
を
も
っ
て

充
て
る
。

2
．
附
属
学
校
部
長
は
、
学
長
の
命
を
受
け
、
大
学
又
は

学
部
の
附
属
学
校
の
遜
営
陀
関
す
る
校
務
を
整
理
す
る
。

別
表
第
二
（
第
三
条
の
三
調

）

国
立
大
学
又
は
国
立
大
学
の
学
部
の
名
称

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部

愛
知
教
育
大
単
数
蘭
学
部

広
島
大
学

福
岡
教
習
大
学
数
背
学
部

（
筑
波
大
学
学
校
長
南
部
及
び
学
校
数
背
部
長
）

孝
一
十
条
の
九
の
二
筑
波
大
学
把
児
童
童
、
生
徒
又
は

幼
児
の
数
脅
又
は
保
簡
把
関
す
る
実
際
的
研
究
を
行
う

と
と
も
に
、
学
長
の
監
督
の
下
に
、
当
該
大
学
の
附
属

学
校
の
遜
営
托
関
す
る
校
務
陀
つ
い
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総
括
し
、
及
び

調
整
す
る
た
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の
縫
紋
と
し
て
、
学
校
数
背
部
を
匿
く
。

2
．
前
項
の
学
校
数
脅
部
把
学
校
数
帝
部
長
を
置
き
、
教

授
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
附
属
学
校
の
校
長
等
）

第
二
十
五
条
附
属
学
校
に
校
長
（
幼
稚
園
陀
あ
っ
て
は

深
長
と
す
る
。
）
を
置
き
、
そ
の
附
属
学
校
が
附
属
す

る
国
立
大
学
又
は
学
部
の
教
授
を
も
っ
て
充
て
る
。

2
．
附
属
学
校
の
校
長
及
び
常
長
は
、
そ
の
附
属
学
校
が

附
属
す
る
国
立
大
学
の
学
長
又
は
そ
の
附
属
学
校
が
附

属
す
る
学
部
の
学
部
長

（
単
科
大
学
把
あ
っ
て
は
、
学

長
と
す
る
。
）
の
監
督
の
下
忙
、
そ
の
職
務
托
従
容
す
る
。

22
12



（資料9）

「筑波大学の基本構想」（試案）作成の趣旨
54．5．24

将来計画委員会は、本学開設似釆5か年の経過にかんがみ、その実施状況をつぶさに点検し、長期

的展望のもとに本学の今後一層の充実・発展を期して将来計画を立案することを任務としている。

本委員会は、そのために必要な基礎的作業として本学開設に至る過程でつくられてきた、新大学の

理念、全体構想等にもとづき、さらに過去5か年の実施にともなう経験と成果を生かして、ここに新

たに、本学建学の理想を明確にし、今後のあり方を方向ずけるため「筑波大学の基本構想」を試薬と

して作成した。

本番員会は、この試案を学内各検閲にはかり、適切な修正・裾充を加えながら、最終的には、全学

的共通理解にもとづく本学の基本指針としてとりまとめ、それによって実施状況を点検し、将来計画

を立案するための基礎としたい。

「筑波大学の基本構想」（試案）

目 次

l 総論

1筑波大学建学の理念

2 筑波大学に対する社会的要論

3 筑波大学の基本方針

（1）高度知識社会の展開と未来社会を閃く知的能力の開発

（2）大学の公共性の自覚

（3）創造的知性と問題解決的能力を持つ人材の育成

（4）学術研究のフロンティアの変化に対応しうる研究教育体制

（5）新しい教育方法の創出

（6）知的活動の多様化に対応しうる教育の強化

（7）新しい研究教育体制に適合しうる機能的・合理的な管理・運営体制の確立

（8）学外意見の適切な反映

（9）調和のとれた大学一体の自治

8ゆ 国際性の騎極約導入と高度学齢水準の維持

8カ 研究学園都市における大学の役割

丑 研究教育体制
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1 新しい研究教育体制

（1）研究教育分野の選定方針

（2）研究教育組織原理

（3）カリキさラムの編成方針

（4）大学院教育の重視

（5）研究と教育の椀能約分化

2 研究のための組織

（1）学系

（2）プロジ茶クト研究組織

3 教育のための組織

（1）学郡

（2）草餅

（3）大学院

（4）研究科

4 研究教育のためのサービス親戚及び情報処理体制

（1）研究幽係のセンター

（2）教育関係のセンター

（3）国務館

（4）附属病院

（5）学内共通サービス関係のセンター

（6）附属学校部

（7）通信システム（学外の主要な研究教育棟閑との緊密な連携）

（8）学内事務処理システム

5 研究教育の組織とその分野

6 教育方法

（1）学郡における教育方法

（2）大学院における教育方法

7 学部における教育料程の編成方法

8 尋問学部の構想

血 管理運営体制

1 新しい管理運営体制のねらい
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（1）教員の負担軽減と研究教育への専念

（2）管理運営機関の機能的な役割分担

（3）中凝的な管理機閑における指導性の確立

（4）学外者の管理運営への参加

（5）全学的な協調の確保

2 管理運営組織の構成等

（1）管理運営楼内の構成・選任方法及びその主たる職務内容

（2）事務棟鱗の整備方針

（3）学生の意向聴取

（4）管理運営校閲の綾取の相互関係

Ⅳ 俊秀な教員の確保

1教員の適度の流動性の確保

2 菜横評価

3 教員の穫類

V 学生の地位と奨学緒岐当

1 大学における学生の地位

2 奨学制度

3 学生の居住施設

Ⅵ 入学者選抜方法

1選抜方法の改善

Ⅶ 閃かれた大学

1「閃かれた大学」の意味

（1）研究教育活動の内容が社会に開かれていること

（2）外部の研究教育活動との緊密なる連携を保つこと

（3）研究教育活動が学内的にも十分に開かれていること

（4）大学の直接の構成員似外の老にも十分に開かれていること

（5）管理道営の面において広く社会に開かれていること

2 具体的な措置

（1）研究面における踏段

（2）教育面における措置

（3）管理運営に対する学外の意見の反映

一 25 －

筑波大学の基本構想（試案）

l 総論

1 筑波大学建学の理念

本学は、あらゆる意味において、国内的にも幽際的にも開かれた大学であることをその基本的

性格とする。従来の大学は、ややもすれば狭い専問領域に閉じこもり、研究教育の両面にわたっ

て停滞し、固定化を招き、現実の社会からも遊離しがちであった。

本学は、この点を反省し、変動する現代社会に不断に対応しつつ、国際性懸かにして、かつ、

多様性と柔軟性とをもった新しい研究教育の機能及び運営の組織を開発する。

そのために、本学は、基礎及び応用諸科学について、国内外の研究教育磯朗及び社会との自由、

かつ、緊密なる交流連繋を深め、学際的な協力の実をあげながら、研究教育を行い、もって創造

的な知性と豊かな人間性を備えた人材を育成するとともに、学術文化の進展に寄与することを目

的とする。

2 筑波大学に対する社会的要論

本学が21杜絶の未来社会を展攣する大学政卓の担い手として、その社会的期待と要掛こ応え

るべき使命は極めて重大である。本学はおよそ似下の如き社会的要論と期待をその使命として自

覚する。

（1） 従来の学問分野についてはもちろんのこと、さらに総合科学、境界領域科学など既存の知

識体系や組織でiま開発することが困難であった学問預域のフロンティアの研究開発と教育諜

程の創出、さらにはその成畢の社会への還元をはかる。

（2） 豊かな教養と科学的思考力を具備し、常に創造的な知識を志向する精神的態度を備えた指

導的社会人の養成をはかる。

（3） システムを計画、管理し、制御する能力と、知的技術体系の開発能力とを備えた新しい型

の技術人の養成をはかる。

（4）鏡鋭い洞察力とたくましい創造力をもって、学問の新分野を開拓する研究者の養成をはかる。

（5） 東京教育大学の長い歴史と伝統を承け巌ぐ意味においても、豊かな学識敦盛と国際的視野

を備えた指導的教育者の養成をはかる。

3 筑波大学の基本方針

上に述べた筑波大学建学の理念を実現し、その社会的要論に応えるため、本学はおよそ似下の

基本方針にもとづいて大学を運営し、たんに設置基準を充たすことによって、その水準の維持に

努めるのみならず、進んで本学の質的向上と拡充に不断の努力を続けるものとする。
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（1）高度知敦社会の展開と未来社会を開く知的能力の開発

学術研究の飛躍的発展及び科学技術の驚異的革新による 新しい高度知識社会の展開と、そ

れのもたらす人間疎外の諸状況を的確に把挺し、人間の噂厳に対する新しい自覚にもとづいて、

人類の其の福祉の増進に寄与する英知と能力の開発に努める。

（2）大学の公共性の自覚

大学の社会公共性を自覚し、あらゆる意味で閃かれた大学を志向することによって、社会と

の緊密なる連繋をはかり、その多様な要論に対応しうる弾力性をもった親戚を確立する。

（3）創造的知性と問題解決的能力をもつ人材の育成

常に創造的な知識を志向し、新しい知識技術鯵得への適応能力を高め、さらに問題解決型の

精神的態度をもつ人材の育成開発に努める。

（4）学術研究のフロンティアの変化に対応しうる研究教育体制

学術研究の推進にあたって、個別科学はもとより、総合科学や境界領域科学の開発及び研究

の場の創造に努めるとともに、その成果を基礎として、新しい基幹科学を主軸とした体系的な

教育課程の開発により、教育内容の革新をはかる。

（5）新しい教育方法の創出

学生に対して大学が常に新鮮な知的刺激を与えるために、他の競合する教育メディアとの機

能分担を考慮するとともに、研究教育のあらゆる分野に最新の科学的手法を大担に導入した効

率的な教育方法の創出をはかる。

（6）知的活動の多線化に対応しうる教育の裁化

学生の貿及び知的欲求の多様化を考慮し、教育組織及びカリキュラムの編成にあたっては、

従来のような画一性を廃して、その多様化と新しい体系化を促進するとともに、学生個々の能

力、適性に応じた教育の強化に努める。

（7）新しい研究教育体制に適合しうる較能的・合理的な管理運営体制の確立

大学の管理運営については、従来の大学のもつ様々な問題点を解決し、改善する方向で、新

しい研究教育体糾こもっとも適合しうる、明確にして機能的・合理的な管理体制を開発する。

とくに、研究教育と管理遷宮の機能的な分離、管理運営にあたる各棟閑の特性に応じた役割分

担の徹底、学長、副学長などの執行機関を中心とする管理枚臆の薮化、全学の意見を適切に反

映しうる新しい情報システムの粥発に努める。

（8）学外意見の適切な反映

社会的に「閃かれた大学」として、学外の適切な意見を大学の管理運営に適確に反映させる

体制を整備し、それによって、大学と一般社会の双方の要求、希望等を敏感に受けとめて、そ
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の調和をはかり、また、大学と外部との間の効果的な緩衝の役割を果たし、必要に応じては大

学執行部の行動力を補うことができる等の効果を期待する。

（9）調和のとれた大学一体の自治

「学部の自治が大学の自治」とされてきた従来の閉鎖的な教授会中心の大学自治を改め、新

しい研究教育及び管理運営のシステムにふさわしい開かれた大学自治、調和のとれた大学自治

を確立し、もって研究教育の自由を高める。

8領 国際性の横桓的導入と高度学術水準の維持

研究教育のあらゆる分野に国際性を横極的に導入し、欧米先進国のみならず、いわゆる開発

途上国との国際協力を推進することによって、高等教育の′くイオニアとしての役割を果たすと

ともに、高度の国際的な学術水準を維持し、研究者や学生の広い国際的視野を養う。

8カ 研究学園都市における大学の役割

わが国最初の研究学園都市に設筐された大学として、新しい塾の地域社会の発展のなかで主

導的な役割を果たし、研究学園都市の中核として、他の研究教育棟閑と密接な連繋をはかり、

わが国学術文化の進展に貢献する。

Ⅲ 研究教育体制

1 新しい研究教育体制

（1）研究教育分野の選定方針

ア 筑波大学における研究教育の分野は、学問のあらゆる分野を総花的に包含することなく、

東京教育大学の歴史的伝統を背崇としつつ、学術研究の長期的展望から見て、計画的に推

進すべき領域、今後必要とされる能力、人材の育成、及び社会的要論に応ずべき領域等に

ついて慎重に決定する。

イ 本学の学術研究の中核となるべき学系については、必ずしも 存の学問体系に則ることに

とどまらず、学術世界の進歩発展を先取りする姿勢で組織化する。

り 教育分野については、伝統的な学問分額を考慮すると同時に、他方では、従来の大学では

未開発であり、しかも社会的要請の極めて破い分野を十分勘案して重点的に選定する。

ェ

いずれの場合においても、いったん定められた研究教育の分野を固定的に永続するものと

理解するべきでなく、学術の発展、社会的要論に従って、常に流劫的に変化しうる弾力性を

もつものとする。
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佑2

将来計画に関するアンケート 資料＝

昭和55年 7 月11日

将来計画委員会払 3月発足以泉 駒場等の将来打ついて検討してき壇した。その結果，7月11日

第6回委員会において，中間のまとめを行ない，学校数背部遜営委員会把報告し壇した。

校内将計要もこれ把対応して検討を重ねてき優した。その内容について払会議の都度，報告して

き壇したが教官団としての意見交換は充分でないと思い壇す。今後，駒場の将来の具体化をすすめる

托あたつて，全数官の共通理解が推進の基礎になると思い壇すので．以下のアンケ｝ト把ど意見をお

寄せ下さい。

現在までの共通理解及び確認額項として払 次のようである。

1．背表紙を筑波大学建学の前提条件とする。

しかし．附属の問題把ついてケ£ 機会を得て検討しなければならない。

2．白紙及びアブストラクトの内容打ついては了解ずみ。（右の項参照）

アンケート

（別紙へ記入して下さい）

聞及び回答（なるべく具体的にかいて下さい。）

問1．現在填での共通理解打ついて疑問点あるいは御意見り

問2．中 駒場の肴板になつてい要すが委員会として払 その内容が不十分だと思つてい

澄す○この点についてのど意見。（特陀不十分な点を指摘して下さい）

ー 31－

間3．中・高㌦貰教育という体制忙どのようを内容をもるかと云うことが今後の問題だと思い壇す0

慮1．の右肩参照の上もるべき具体的内容をあげて下さい。

問4．将計とかかわカある施設・設備について必賓と思われるもの及びその理由

間5．先生が今後10年間駒場におられるとして次の項呂に該当するお考えを記入して下さい。

（1）何をしたいか。（実現性の有無にかかわらず）

（2）（1）の番がらを推進する上で予想される困難点

間6．いわゅるエリート数裔についてどのように考えておられるか，駒場の教育を含めてのど意見。

（一般的なエリw卜致常について）

（駒場把ついて）

間7．将来構想を進める上で駆寄となるもの等についての具体的など意見0（問5招）だけでなく，全

体構想の障害）

茹提出〆切日，7日20日（金）校内将計安までど提出下さい○

…
32
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筑波大学学校数背部「将来構想」（案）
資料12

54．7．13

（1）学校数背部

ア．目的及び性格

筑波大学学校数背部は，児童・生徒又は幼児の数脅又は保育にF廻する実際的研究を行うととも

托，学長の監督の‾Fに附属学校の遅営把関する校務について総括及び調整を行うことを目的とす

る。

（筑鍍大学学校数簡部規則第一桑）

筑波大学に払現在，4研究分野と数裔資料部門をもつ学校数削払 並びに普通教脅，特殊教

習及び職業数脅を行う附属学校あわせて10校があゎ，多様な数脅条件を備え，学校数背研究の

立場からみるとき，極めて貴重な存在である。すなわち，助，小，中，高等学校を】質した数哲

研究，一般の幼児，児亀 生徒に対する数帝と心身忙障筈のある幼児，児童，生徒に対する数脅

との相互の関連把ついての特質等の研究が可能である。

このような実態をふまえて，学校数背部研究分野払 各附属学佼及び各学系と協力して理論と

実践の…終化を図る研究を行う。

また，教背教料分野払 筑政大学が保持する資蓋夜資料を整理・展示・閲覧等を行うとともに，

内外の数啓開係資料を集めて，本学の研究括劫に供するだけでなく，広く公開し，我が国の発展

陀寄与する。

イ．遜営の基本方針

前記の学佼教習部の白的を速成するため托，学校数背部遜営委員会をはじめ，各種専門委員会

等が姦臓され，学校数背部及び各附属学校の適営を有機的に行う。

壇た，研究プロジェクトの遂行に当たっては，学校数背部研究分野，各附属学校及び関連学系

の三者が協力し，理論と実践の叫体化を図る。

具体的托は次のような組級を構成して実施する。

∽ 学校数脅部遜営委員会

当委員会は，学校数背部長，附属学校の校長，教簡審議会及び研究審議会が推遷する教員，

学校数背部の教員及び附属学校の教頭で縞成潰れ学校数背部及び各附属学校陀関する遜営の基

本方針を定め，これに基づいて各種漆菜を行う。

－
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（イ）学校数背部将来計画委員会，学校数宵部研究プロジェクト専門委員会，学校数背部遜営委員

会の委嘱をうけて，現在，ニつの委員会が設けられてぃる。雨着とも学校数背部研究分野と各

附属学校の意見を検討し，共通理解を十分に得た上で成案を得る。

（功 研究プロジェクトと研究委見

越営委員会で承認された研究プロジェクトは，学校数背部教員と各附属学校忙委擬した研究

委員が一体となって研究を推進するとともに，関連挙兵の教員の専門的な立場からの協力を得

て実施する。

ウ．研究領域

学校数哲郎に組数簡閲発研究，心身障害教脅研究，数脅相談研究及び教職教酉研究の4分野を

有する研究部門ととも打数脅資料部門がある。

これらの各部門及び各分野は，相互の関連を図れ 各附属学校等との密接な連携を保ちながら，

学校数脅の現場の時代的貸諮拓こたえて実際的研究を推進する。

i数脅粥発研究分野

∽基本方針

本研究分野は，10附属学校の教習実践をふ填えて，学校数脅における実践的研究を行う。特

把，幼児・児塵・生徒の心身の発達過程を明らかにし，幼・′」、・中。高一貰の数欝課程の編成と

その指導法の研究，粥発を行う。

川縫紋及び機構に関する計画

a 上記の研究を推進するために，本研究分野は，「基幹研究」（研究プロジェクト）と「領域

別研究」の2本立ての研究体制をとる。

b 「基幹研究」打ついては，数再開発等の研究が効果的に行われるようを施設・設備を用意す

る。また「領域別研究」忙ついては，各教科等別研究を設置し，関係者が常時研究を行うこと

ができるよう托する。

c 「基幹研究」の住進狩当たって私学校数背部研究プロジェクト専門委員会」が主題を策定

し，「研究委員」が中心となって行う。

d 「領域別研究」の推進に当たって払 学校数背部専任教官を中心に10附属学校の教官紅よ

る領域別研究グループを組織する。

e 幼児・児塵・生徒の幼稚園から高等学校までの一男した数脅の研究体制をとカ，追跡的研究

を容易にする。填た可能な眼力各附属学校間の教員の相互交流把よって研究の効果をあげるよ

う托する。
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f 早期教育が人間形成に大きな影啓を与えることにかんがみ，母親学紋の開設及び幼稚園を新

設する。

桝研究プロジェクト

a 基幹研供打ついてをも 現在，幼児，児象，生徒の諸能力の発達過程の実践的研究を進めてい

る〇

b 上記の研究を基礎にして幼，′」、，中，高一貰の縦断的教脅課程の編成とその指導法（教育工

学的手法を含む）の研究縄発を進めている。

領域別研究

各教科及び教科以外の領域研究を推進し，基幹研究との関連をつけながら研究開発に戦力組む0

エ¢附属学校との関係

（1）学校数背部は，学長の監督のもと托，附属学校の適営に関する校務昨ついて総括及び調整を

する。この機能を発たすため，学校数脅部遜営委員会が設けられ，各楳の課題忙ついて十分な

検討が行われている。

（2）学校数背部は研究プロジェクト専門委員会で策定し，遜営委員会で承認された研究課題陀つ

いて，各附属学校よカ推薦濱れた研究委員と協力して附属学校間の調整を図少ながらその研究

を推進する。

（3）学校数背部は，各附属学校の要請に応じp その研究の推進把協力する。

（4）学校数背部は，各附属学校にかける致裔把関する番項把つぃて協力する。

（5）学校数背部は，各附属学校ととも把，教育実習の実態や問題点を探ぐカ，その改蕃方法を策

定する。

（6）学校数背部は，各附属学校ととも忙，現職教育の実施把ついて，その遜営の仕方，校修の在

力方等陀ついて検討し，調整や推進を行う。

オ．将来の構想

Pり 基本的な考え方

a 学校数背部規則忙示された自的を達成するために，必紫な研究分野等の機能を拡充・整備

する。

b 凄た，現職数欝の方法等陀関する具体的な方策を明らか托するとともに，そのための組織・

施設を設ける。

c 更に，実験学佼，教育実習佼としての附属学校の在力方把ついて策定し，その機能を果た
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すために必要な縫紋，施設．設備の充実・整備をする。

H）計 画

a 研究分野等の拡充整備

（a）教育開発研究分野

研究プロジェクトとともに，将来は領域別研究を設け2本建ての研究体制を作る。そし

て，教育課程の開発と教材開発のための施設，設備の整備・充実を行う。

研究プロジェクト払 学校数脅にかかわる課題作つき，横断的或は縦断的な研究を通し

てその解明陀当たる。

また，領域別研究は，各教科等を中心とした教習上の諸問題を解明する。このための領

域別の研究室を常挺し，各附属学校の関係数員が適宜参加できるものにする。

幼稚聞及び母親学級を新設し，幼，′J、，中，高を叫式した教育研究のできる体制をつく

る。

施設，設備陀ついて払 各種教材開発及びそれを用いた教授・学習のシュレーク¶やマ

イクロ・ティーチ／グのできるものを用意する。

（b）研究分野の新設

○職業教育研究分野

中学校及び高等学校把おける磯英陀関する教科，科目や課程払 単把技術9 技能を教育

するというだけでなく，人間生活に卦ける勤労の意義などを遼祝し，硯柁社会にかける職

業数脅の在夕方等について検討する必螢がある。

現在，中学校陀虹 技術・家庭の教科，及び選択の教科としての盈菜，工菜等が設けら

れているが，その実施忙は，多くの問題が含意れている。また，高等学校にかける職業を

主とする学科についても時代の進展ととも托その変容が迫られている。更把特殊数帝語学

校における磯英数脅陀ついても，その重度・重複化や科目の分化等多方面把わたる問題が

含填れている。

一方普通科高等学校においても勤労体験学習の重視が叫ばれているが，その実施は極め

て不十分を現状である。

以上のような学校数欝の要請拓こたえて，この研究分野の設置が望壇れる。

0生涯数常研究分野

学校数育把関する教習研究払 幼児・児愛・生徒托対する保育や教育の在力方を中心課

題とするが，その積極的な解明を行うために払 彼等を戦力巻く家庭や地域社会との望ま

しい協力体制の検討及び卒業後の社会参加の状況の把握が不可1矢となる。また，成人学級
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ヤ老人学級等の開設を通して生涯にかける学校数脅の役割を再吟味することが重贋である。○

以上のような理由で，この研究分野の設置が望填れる。

○国際理解教育研究分野

現代の世界は，急速に頗壇カつつあカ，諸国民間の接触う相互依存の関係払 日々に度

合いを高めている。このような客観情勢の進展払必然的に諸良民相互の理解と協力を要

請している。すなわち諸国民が国際社会に生きていくために比 国際理解と国際協力が必

要である。ここ佗，今日，国際理解と国際協力のための教育が，諸国の良民教育のなかで救

取少あげられている理由がある。

したがつて，国際理解数常払 国際間の相互理解を通じて国境を越えて協力の態度を培

い，世界の平和と人類の福祉陀貢献しうる人間を育成することを目的としている0

以上のような国際理解教習の必要性と目的を基盤にして望慈しい数再説程の在夕方を研

究するととも托，それらが可能になる学校制度把ついて具体的，実践的な数帝研究をする

必賓がある。特忙筑波大学の教脅の基本方針としての国際性が強調されているなかで，国

際理解数帝陀関して実践的研究してきた附属学校の実績を更に生かした研究の進展を図る

必要がある。また，その一連の研究としてすで忙取力線んでいる帰国生徒の教習の実践的，

実証的研究も今後，一層必贅課題として発展させなくてはならない0

硯磯教育の方法把関する方策

（a）派遮研究生の受け入れ・指導体制

学校数背部及び各附属学校で受け入れる派遣研究生の受け入れ方及び指導体制について払

有機的な組織化を図少，その研修をよカ意義あるものにする0

（b）特殊数常数員の容成

障害児に対する教育実践を主軸にして，番讃・訓練適当教員の番成と現職教員の研修縫紋

を整備する。な軌 審議・訓練担当教員の慈成陀ついては，視覚障亀聴覚障害及び適劾障

害から実施したい0

このはか，特殊免許状（盲，ろう蕃諮学校免許状）取碍のための講習を実施する。

（c）学校数員の専門性の充実

・学校カウンセリング研修会の実施

・教育工学的手法の研修会の実施

附属学佼の在力方把関する検討

（a）教育研究の－貿体制の整備

真に役立つ数静課程の開発研究を行うため陀仏 幼児，児童，生徒の発達過程を明らかに
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し，それに応じた教育の在タカを考えをければならない。そのために軌教育の一貫体制

について吟味し，例えば次のような整備をして行く必要もある。

●

幼児・児童・生徒の保腎や教育の－貿・…・・幼稚園，幼児部（母親学級）を設置し，長

期的陀発達の実意を明らか托するための－買性をもたせる。

・可能な範囲で幼稚園，小，中，高校の教員の相互交流‥…・数宵研究の仙貿性を一層高

める。

（b）学校数脅研究の普遍性と多様性への対応

・既設附属学校の性格とその員的構成について更托検討する。

・各附鶴学校の使命達成のため忙望せしい施設・設備の在少方を検討する。

・文机理数，芸術，体欝及び外国語等托興味ヤ関心をもち，それに相応の能力・適性

をもつ者に対する適切な数常設程の在夕方を検討する。

● 帰国子女把対する望ましい教筒課程の在夕方，特に帰国子女のそれまでの生活経叔が

十分陀生かせるような新しい教習課程や学校制まの在タカについて検討する。

。筑波地区陀附属学校を新設することを検討する。

・研究学園都市（地域社会）の紫空からその必要性がある。

。教育実習校の拡充を図る。

・数脅方法の現代化を考えたモデル的な施設，設備を塵える。

．研究学園都市（地域社会）の学校数裔托及ぼす影響を比較研究する。

なか，その性格及び規模については現在検討中である。

d その他

（a）小学校教員免許取得の教職課員について配慮する。

（b）附属学校数負の研修制慶を用意する。

〈2）各附属学校

前 文

各附属学校臥それぞれ独自の数常にかかる研究主題を設け，それを追求すると同時に相互に関連

しうる研究領域にかいて仏学校数筒部各研究分野及び関連学系とも連携し，相互に研究の役割を分

担し共同してその教育研究の一層の発展をはかろうとするものである。
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筑波大附属駒場中。高等学校

ア．軌的及び性格

（1）目 的

a．筑皮大学附属駒場中学校は，小学校把おける数脅の基礎の上把心身の発達陀応じて中等普通

数帝を行うととも忙，筑疲大学附属駒場高等学校と小体と夜って筑波大学にかける生徒の教荷

作瀕する研究托協力し，かつ，筑波大学の計画陀従い学生の教筒実習に当ることを呂的とする。

（筑波大学附属駒場中学校校則第1登第1条）

b・筑波大学附属駒場高等学校は，中学校における数帝の基礎の上に心身の発達に応じて，主と

して高等普通教習を行うととも陀，筑波大学附属駒場中学校と一体となって筑波大学における

生徒の数脅把関する研究に協力し，かつ，筑波大学の計画把従い，学生の教育実習の実施K当

たることを目的とする。（筑波大学附属駒場高等学校校則第1登第1条）

c．筑波大学附属駒場中学校ならびに筑波大学附属駒場高等学校（以下両校を本校と総称する）

は，法令陀定める学校数簡を行うととも把洗波大学の各学系，学校数背部と協力して「数帝の

実践的研究」，f‾数脅研究の実験・実証」，「学生の数脅実習」，「硯磯教員の研修」のため

の機関としての任務をもっている。

（2）性 格

本校は，歴史的経緯卦よび中学・高校それぞれの学校の校則に則タ，中・高一体となって，男

子生徒に，中学校（前剃中等教習）から高等学校（後期中等数脅を一員して行ない，かつ，附

属学校としての中等数筒を研究することを主眼としている。

a。中・高一貰数哲の推進忙よカ，次のような姿を行なっている。

① 中・高の時期は，心身の発達変化の顕著な時期なので進学による弊害を除き，人間として

調和のとれた生徒を育成するため中学から高校へは連絡進学とする。

② 大都市陀住む生徒の人間形成の面で，自らの手で作力上げる喜びを見出させ・るため，水田

作業等の勤労にかかわる体験的学習を施している。

③ 中等教習全体を通して充実した効果的な教習課程を作男，これを生徒に施している。

b，現行教脅制度における中学校・高等学校数脅のあ少方（前・後期中等数背）を本校の中・高

仙買教習の実践を通して検討する。

① 現行制度は，中学校3年と高校3年とに分けられているが，この時期の生徒払情緒が不

安定にをカがちで心身ともに著しく変化する時期であるから安定した教育環境で数脅を施す

ための，この制度の検討が必贅である。
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② 6・3制の施行後30年の経過と，近年，高校進学の著しく向上していることに対応して，

中等教育の新しいあ夕方を検討する。

イ．遜営の基本方針

本校は，筑波大学の附属学校として，ア．の呂的及び性格をもち，その目的を達成するため，同

一キャンバス内にあ、いて，中学校と高等学校が，それぞれの校則に示されているよう忙一体となっ

て，校務の遜営を行っている。

本校にかける山体遜営とは，次のような内容である。

（1）専任教員は互い忙中または高を併任し，中・高の別浸く中1～高3までの教科指導及び特別教

育活動の指導に当たる等人事を肘体化する。

（勿 中・高の校長は一人の数段が併任する。

（3）事務職員は中・高を兼ねて番務を担当する。

（4）中・高の予算は適用面で共用する。

（5）施設・設備は同一キャンバス内で共有する。

（6）校務分掌等は中・高を通し，一つの学校組織で遜営する。

（7）生徒は，中学校から高校へ全員連絡進学し，6カ年間を通した指導を授ける。

（8）中高の教科指導は6カ年を配慮して行う。

（9）学校行事・特別教習活動等は中・高生徒が一体となって行う。

伍Q 致員は中・高を通した教育研究を行う。

（1カ 駒場会（PでA），同窓会は中・高単一の組織である。

ウ．主たる実践研究

本校では中・高一買数脅体制によカ，その教脅効果をあげるために，次のようを実践研究を行っ

ている○

（1）中・高一買カリキュラム開発のための準備研究

a．教習体制の整備

b．発達過程の調査

（訂創造的能力の発達謝査

（容認識能力の発達調査

c．発達に応ずる教材の開発・収集

d．学習環境が生徒の発達に及ぼす影替の調査
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（2）中・高叫貰カリキュラム開発のための実践研究

a．教材の内容面と発達過程とに応ずる一貫性の研究

b．特別数脅活動の一貫カリキュラムの研究と実践

c．教育課程と生徒の自体の発達に関する研究

d．創造的能力構造の分析研究

（3）教習工学的手法による指導法の開発研究

Ⅴで瓦経養分析・診断もL等のシステム化

（4）国際理解教育の研究と実践

（5）致筒実習の効果的指導のための研究

．教育課程編成の原則

教育課程編成の原則は，人間としての調和のとれた生徒の脅威を目指し，生徒の心身の発達段階

と櫛性を十分考慮して，適切を教育課程を編成する。

（1）中等教習における教育課篠陀閲し，その改普に資する実践研究を，生徒の教習上適切な配慮を

しながら行うo

a．中等教育の学習指導紫餞の研究的実践

b．中等致哲の学習指導要領改沓に資する教育課程の研究的実践

（2）教育課程編成の研究は，附属学校数員と学系・学校数背部教員が必貿把応じ，相互に協力して

行う。

a．本校教員陀よる教育課篠検討委負会の設置

b．本校教習課程検討委員会と協力校托よる研究的実践

c．研究プロジェクト専門委負会と学系による理論的研究と実証

（3）本校陀射ける教育課程の編成は発育・発達の著しい中等教育6カ年の男子生徒を対象とし次の

点を配慮して行うo

a．教科．分野．科目の6カ年指導方式把よる実践

b．教科．科目数妾方式の実践

c．勤労教習の実践

d，総合教習の実践

e．発驚発達忙応じた教習の実践

f．教科指導と特別教育活動との統合
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オ，将来の構想

（1）基本的な考え方

ア．忙示した本校の性格払 創設以来伝統的陀勤労陀かかわる体験的学習を重視し，生徒の自

律的な幅広い，人格の形成をめざしている。

このような数静狩よって，数多くの有為な人材を，社会に送少出した本校の教習を駒場の

地拓かいて，発展拡充するために，筑波大学学系．学校数背部の協力を得て次のような将来

計画を実現したい。

（2）計 画

a．中・痛叫環数脅の次突発展

① 発達段階の研究把応じ多様なカリキュラムの実践的研究

② 能力・性別等閑発すべき，目的把応じたカリキュラムの実践的研究

③ 社会の発展陀応じて，多様な要求に適応できるカリキュラムの開発

b．現行学校数削馴鹿拓かける中等数脅のあ少方の検討

① 発達段階と学校区分の関係の検討

② 高校進学率向上陀伴う教育内容の実験的研究

c．数常宿助の充実促進

① 勤労の精神を尊重し・勤労数脅を通して調和のとれた人間形成をはたすため陀専属の水田等

によ少数労体験をつむ過程で，地域社会との接触を深める。

② 国際理解数簡の実践的学習をすすめ伴せて，帰国子弟・留学生の受け入れを積極的陀検討す

る。

③ 数脅工学的研究の拡充によ少，地域諸学佼と研究協力を行う。

d．致職数背の活充

① 数脅実習の科学的指導法の研究

② 硯俄教員の再数脅のために必贅な施設等の設置

e・地域把対する数帝サ…ビス

① 教育に関する資料の提供

② 生徒の指導，保護者陀対する相談等

f．中学校1学級増設

ー42
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「勤労体験学習指導」の構想（案）
資料13

佐 野 清

1 日 的

（1）自然托かかわる勤労体験を通して，働くことの意義を体得させ，働くことや生産することの喜

びを味わわせ，人間性豊かな生徒の常成をはかる。

（2）都市生活の生徒陀，土に親しむ労作の機械を与え栽倍技術の基礎を習得させるととも陀，自然

と人間とのかかわ少を学びとらせる。

（3）栽培の体験学習を通して，わが国盛業への理解と関心を深めさせる。

（4）栽培にF渇する教脅サービスによつて地域社会との接触を羅める。

2 内 容

（1）栽培の体験学習

ア 水田利用把よる「レゝね作カ」の体験学習

イ 温室利用陀よる「草花」】山野菜」の鉢栽培学習

り 校庭利用托よる「花だん作カ」「樹木の脅威」実習

工 校外学習等把よる戯作菜の体験学習

（2）実践的研究

ア 栽培を主とした「勤労体験学習指数iの実践的研究

イ 沓通高校陀おける「勤労体験学習」の実践的研究

（文部省研究指定校として）

少 数労体験学習指導陀関する交流研究

（主として筑大附属坂戸高校）

（3）地域への数帝サービス

ア 近隣地域の幼児，児童，生徒把対する「レゝね作タ」の実践を主とした教習サービス

イ 地域社会の人々に対する栽培に関する教育サ】ビスの推進

3 方 法

（1）水田委員会が中心となつて指導計画の立案，実践活助の指導，推進にあたる。

（2）学年を単位陀，必修クラブ，学級活動（中），HR活動（高），ゆとカの学習等陀よる実践指

導。

－ 43
－

（3）実践的研究では水田委員会が中心となって研究計画の立案，研究実践の推進をはかる。

斑水田委員会の呼称は構想案に伴って検討する。

（4）数帝サ】ビスの企画，推進は水田委員会があたる。

4 施設・設備

（1）水田及び水源用地の確保と塵傭

水田約1，848ぱ

（2）温室・温床の整備

（3）花だん，庭凶（校庭）の整備

（4）彪機具庫の整備

（5）緑陰教室の整備
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教 育 課 程 （泉策）
資料14

昭和54年10月29日

毅 野 明

1，本校の数筒課程は学習指導要領把基づき，生徒が持ってhる多様性を伸展して，その多様性をも

とにする自発性を習性し，社会的認識・科学的認識・創造性を期待する教育課程を編成するととも

に，学習指導要領改訂の資料となるものとする。

2，上記の目的を達成するため托次の目標を卦く。

（1）科学的・理論的思考を高めるととも陀，画一的な数脅を排し，個性と創造を伸展する指導法を

探究する。

（2）情操を盤かにするととも把，強馳な体力を養うため芸術・経常の領域とクラブ佑助を強化する。

（3）勤労・生産的括劫を通して，環境莫化・生物の脅威や協同の精神等を番う。

3，数両課程を編成するうえで次の点推考威する。

（1）21世紀を展望するとき，現行の教科・科目托とらわれることなく新しい分野や総合講座をも

うける。

は 実施案を作成・換討する枠づく少としては，初級学年（中一・中二）中級学年（中三・高一）

上級学年（高二・高三）とし，それぞれ発簡・発達陀応じた学習内容を置く。

4，上記1，～3，を実施するために教育淡程検討委員会の設置を皮贅とする。同委員会は21世紀に活

躍する子弟の数脅はどのよう把あるべきかを検討の基礎把おき，社会に貢献する贅貿を養うととも

陀国際性を身につける数脅内容を指向すべ尊である。

追記）2，－4，国際性を高めるため，少なくとも二つ以上の外国語を修得させるものとする。

初 級 学 年 中 級 学 年 上 級 学 年

遊学カ

芸・技

礎体力

勤労教育

科目諮座 科目・総合講座

勤労教育 国際数裔

国際教育 勤労教育

クラブ活勤 同 左 同 左

－ 45－

教 育 制 度 等

i，学級増二中学工学級増

2，多角的選抜方法の採用：

3，中学妊婦国生徒の受験を句瀧托する。

4・初磯学年では学年・学級を基本学習簸団として，基礎学力の習得をさせる。

5，中級学年では学緻を基本簸頴とするが・学習面では能力陀応じて科員の内容を修得させる。匡僚

教習の課程を必修とし・関連教科・科目が中心となって内容を検討する0移劫教室では現行の校外

指導を教科の実施指鞠拘性格托する。

6，上級学年では文。理・文理系を基本集団とし，論文・口答試問等をできるだけ聴力入れ多角的陀

評価して進路指導を行うとともに，総合瀞座・瀦座制を実施して21世紀に活躍できる内容を展開

する。

施 設 等

1，現在の2号鯨と4号鎗の間に合併教室を2教室，小数室を2教室新設する。

2，第2体脅銀（諮堂兼用）を新設する。（30メ叫トル×40メ叩トノレ）

（1）500平方メ血トルのフロア 観覧應（10＝人収容）

（2）ブール（25メートル×18メ¶トル）オ仙ルシーズン用

（3）生徒ホ¶ル（凝食施設を含む）200人収容

（4）研修室3室（大200人，小80人×2）

（5）映写設備

（6）ステージ

観 映写室 碗

覧
ステ叩シ

覧

席 腐
フロアー

器具室 研修室

生徒ホ叫ル・ブール・研修室・機械室等

－
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教育工学に関する構想

1 日 的

資料15

昭和54年10月29日

岡 本 忠 篤

ア 教育工学による集団学習一致材提示，評価のFeed bach で進行させるSoft wareの

研究・開発

イ 個別指導に対応したSystemの検討

ク 授業分析

工 学校拓かける各種情報処理

2 内 容

ア 敵背工学を利用した教科・教科外指導を進める。

イ 数帝工学把よる授業分析は，生徒の学習過程と指導者の教授過程の関係を客観的資料とするこ

とが可能であカ，通常の授業のほか，教生の実習，教習研究に役立てる。

り 成奴処理，健康管理等，学校に卦ける各種情報を適切把処理する。

エ 筑波大学，学校数背部，各附属学校のほか，近隣の学校の数筒研究忙対するServICeo

3 方 法

教育工学委員会を中心陀立案，検討中

4 施 設

数育三学棟 m之（ 階建，延）

ー 47
㌦

非
常

階
段

非

常

i窄
段

非

常
階

段

が十
教育工学棟（案）

2091J㌔（650坪）

膠仙索

演 台

衆 堤

視蜂蜜党襲（術段数妾）

（200名収容）
映写垂

昭和54年10 月 29 日

資料15

教育工学委員会

岡 本 忠 鱒

丁
3

†
12

1
LL数蟄 LIノ準備委

へJ

27

（3階）
3J“4心6心10叫」

暗 妥

（空調）

アナライザ山壌A
中火管用三尊

発作菜食
駄テ山ブ

格 納 室

（空 調）

コニ／ヒスー▲・・・・

ク…姿

（蟹 鍋〉

W・C

男

U

準
備

率

了ナライザー領B

トー12

7ナライザ山婁C

（100名収容）

11叫ケト4十3J←4ヰ2 ト13－…」
（2階）

Ⅵ／・C

女

W・C

男．

準

條

登
準

餞

峯

コンピューター亀

（S
L，CAl）

トー12
11－－一心4ヰ…7斗4心13
（1階）

ー
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研究関係の構想
祭科16

54．9．2ユ

佐 近 良

1 研究の推進

（1）教官の活動は本校生徒の教育を本務とするが，附属の性格上 教官の研究，本学学生の数帝実

習を重安祝する。

（2j 教科その他の教官グノレ叩プによる数欝研究を本校の研究の基盤とし，その研究テ¶マ把ついて

は，グループの自発性を尊重する。

（3）大きい組織托よる研究としては，大学規模のテ仙マ，壇たは，他大学，他国とのつながカを持

つ組織等に参加することが考えられるが，教官の参加分趨負趣等を考慮して，可能を限少，統合

整理したい。

（d その他，個人研究，地学食への参加研究等が並行して行われることが期待される。

2 研究成果の発表

次のような機会を得て行う。

（1）本附属主催，数脅研究発表会（毎年1桓‡）

（2）全国附属連盟高校部会，研究発表全凶大会（年1恒り

（3）全国附属連盟高校部会，関東支部研究発表会（年1回）

（4j 校外教得研究発表会に参加して発表（年数回あタ）

（5）校内研修会（研究部主催，毎年例会2垣】，臨時妓金槌時）

（6）研究紀紫（毎年1回，他随時印刷して関係方面に送付）

3 研 修

（1）校内研修会（技術研修その他）を随時実施

（2）教官の校外研修

下記のような研修制鹿が望壇しい。

長期（1年程度）研修

他大学，研究機関等で研修

短期（1～3カ月程度）

学校数帝都，他大学研究室等で研究課題を持って入所，研修または研究を行

う。

〝49
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4 施 設

研究資料室の新設が必贅である（教官専用）。

これは，数昏研究，教材研究，授業準備のため把班用されるもので，勉との兼用（例えば会議，委

員会会合等托使用）を避けるべきである。常軌 教官の研究を可能な状態陀かく。

内 容

イ 机，いすは勿論であるが

ロ 研究資料戸棚（資料塵肺）

ハ 教科沓（出来るだけ避雷把豪族）戸棚

二 研究図沓，雑誌

ホ 映写設備

ヘ スライド，テ叩ブ，フィノレム等の資料戸棚

卜 その他，研究把必贅な設備

往 この計画は，現金盛宴礎盤の部屋を西側または2階把増設することを予想している。
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学校図書館構想（私案）

資料17

昭和54年11月
3 日

遠 藤 正 之

1 性 格

（1）学校の資料センターである。

（2j 学校数欝へのサ仙ビス機関である。

（3）数磯員，生徒のレクリ ェwションの填である。

2 任 務

（1）図番館資料を一元的忙収集管理する。

（勿 図審飽資料を教官，生徒の利用に供する。

（3）図藩館資料利用の学習活動忙場を提供する。

（4）生徒忙図薔館教育を行う。

3 施 設

（1）一般閲覧室（生徒100名収容・開架番粂コ】ナ…）

（2）個人読審室（生徒20名収容）

（3）小研究室 生徒グノレ仙ブ研究用

（生徒聴覚納卵童…防音設備つきのもの）

（4）ブラウジングル¶ム（新開・雑誌閲覧用）

（5）教官閲覧室〔教官研究室・教習関係図番の配架〕

（6）視聴覚救室（映画・VT瓦解）

（7）司書室

（8）作業・複写垂

（9）番應垂

88 視聴覚資料管理室

（也 帝別資料室

（吻 同蚤示室

（註）図番館蛍料とは図番・視聴覚数簡の資料その他の学校数帝忙必要な資料をいう（学校図藩絃

法第2条）

－51－
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駒場将来構想一覧 （昭和54．11．16） 資料18

審 美

施 設 設 備

項 自 内 容

中・高山買教習の

充実及び発展

地域に対する

1．中学校一学級増

2．中高6年3段階カリキふラム

3．学習災団，講座の多様化

4．国際数脅

5．勤労体験学習

大′j、特別教室の新設 合併教室2′J、教室2

結合数留施設の新設 第2体背鰭兼講堂

500アポ フロア， プーノレ（25×18），生徒ホール （200人）

研修室 3， 映写設備 ステ刑ジ

数帝サービス

全凶中等数帝

研究発表会

研修教員の

受け入れ

6．自学自立数帝 200人80人X2

7．教習工学的手法忙よる教育研究

8．データ…・情報処理

9．数帝研究陀対するサwビス

10．教官研修の推進

研究資料の奔放

致命工学教室の新設（20917冶 視聴覚室，L⊥教室

アナライザー塞 3， コンビュ仙ク仙室

水出・水嶽他の確保 水E臼，水源地

温室，倉頗

○図藩館の拡充

研修会 閲覧室，個人読者室，小研究室，ブラウジングルwム，

研修出張

各種研究発表

11．研修教員の受入れ

12．数再来習生の指導

13．教脅実習の指導研究

視聴覚教義，資料室，展示室，寄席箋，複写室

○機器分析実習棟 1，900ガ×2

理科実験室，階段教室，準備室

研究資料室

14．教科数常に関する研究実践
現職教員の研修施設の新設 生徒集会所 部室

購買部

食 堂

ー 53
w

－ 54 －



資料19

昭和54年12月13日

筑波大学将来計画委員会

委員長 福 田 信 之 殿

学絞教育部長 菅 野 三 郎

昭和54年11月28日付けの「将来計画の資料の改訂又は新規希望の提出陀ついて」（依頼）に

もとづき，以下のように学校数背部将来計画番を作成数し壇した。

本計画番を作成する把あたつて払 配慮すべき観点として以下の事項を重視しました。

（1）現代社会における教習的課題に先駆的な役割を果しうるものであること。

（2）各附属学校忙おける幼児，児各 生徒の敵背を】屑次実しうるものであること。

（3）現下の教員螢成にかかわる凍題に対応し，且つ本学把卦ける教員希望者の増大佗も対応するも

のであること0

（4）本学の建学の精神に則カ，学校数背部の本来の使命の一つである地域社会への貢献を十分可能

とするものであること。

このような趣旨忙よ力作成された計画藩であカ億すので，よろしく御検討の上その実現化を強く期

待するものであゎ要す○

－ 55叫

筑波大学附属駒場中・高等学校

第2次5 ケ年計画

ー結合数脅棟の新設－

（註）アブストラクト把ある大′J、特別教室，教習工芸教室．総合教欝施設をふくむ。

本校で払 下記ぬあげた教育研究を推進してお力，その実硯をはかるため，別紙計画審を提出いた

し壇す。

I本校における教育研究の概要

1、教育研究のテ仙マ

「創造性をのばす中・高6カ年一貫数脅の開発研究」

2、テ叫マ設定の要旨

（1）社会の一要請

今回の学習指導要領改定に至る填でのⅧ遵の致脅改革の劫向は，今後の社会が求める人間像

を示している。

それは単なる文化の伝承者で終ることなく，創造性盤かな新しい社会の建設をめざす国際人

の養成を期待しているものと考える。

（カ 本校の得色

人間形成の過程として，中・高6カ月の晋町期は，人生の方向を決定する時期として，とカ

わけ重・要であるといえる。

この時期に，本校では中・高叫質した教育体制のもとで新しい発想の穿を脅てるための教習

環境をつくることは，極めて重要を意義をもつものと考える。

（3）国立大学附属学校の使命

教官の研究がともすれば現存の環境を前提として行われる傾向が現実である。しかし，環境が

が人間形成忙及を管す影響の大きゎことは論を填たない。

ここ紆おいて・全国附属学校・燭256餃托さきがけ，まず，本校好かいて，新しぃ視点忙

立つた数簡環境の形成を前提とした数脅研究を行うことは国立大附属校として，社会把対する

使命を果す上で大きな意義をもつものと考える。

（4）創造性をのばす研究の立場

現在填で陀おける本校の研究の結果，創造性は単浸る知能との関係によるものでは夜く，凄

－ 56－



学 校 数 背 部 将 来 計 画
仙
覧 表

資料ユ9

昭 和 54 年12 月13 日

王 組 織 ∬ 施 設・設 備 Ⅲ 特 別 プ ロ ジ ェ ク ト 皿 番 菜

研 究 分 野

職業敵背研究分野の新設 宿泊施設の新設 ○ 幼・小・中・高校数脅の総合的研究 数 磯 教 得 托 関 す る

国際理解教習研究分野の新設

生涯数静研究分野の新設

（心理治療・対外試合・数得策習用） （1）一幼・小・中・高叫貰カリキュラムに関する研究

（2）幼・′」、・中・高一買数常体制托f渇する研究

（3）職業教帝托関する研究′

（4）望壇しい人間形成をめずす生徒指導の研究

国 際 会 議

部 門

（⊃数欝実習・現職教官部門の新設

○教習指導・相談サ叫ビス部門の新設

教 員 慈 成 慈讃・訓練担当教員の沓成

附 属 学 校

幼稚筒の新設

筑波地区に附属学校の新設

（両者とも長期計画でも可J

小 学 校 （1）と（4）

中 学 校 （1）と（4）

高 等 学 校 （1）と（4・）

駒 場 中 学 校 ○総合数簡棟の新設 （2）と（4）

坂 戸 高 校 磯英数脅実習部門の充実 （3）と（4）

盲 学 校 （2）と（3）と（4） 点 訳 技 術者 の 藩 成

幾 学 校 乳幼児教育部門の新設 （2）と（3）と（4）

大 塚 養 護 板橋地区への移転 （2）と（3）と（4）

桐 が 丘 番 遜 専攻科，幼稚部の設置 寄宿舎の新設 （2）と（3）と（4）

備考 ‥

11月29日の将来計画委のヒアリング以降陀新た把加わつた事項は○印

ー57
－
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慶に関する要因との関係が大きゎことがわかってきている。（別紙冊子参照）

したがって，既存の壌境とは全く発った視点をもつ教育環境を速やかに設定し，環境と生徒

の興味・関心との関係，環境が生徒の主体性，とカわけ創造性把及ぼす影響の研究を行い，既

設の学習環境の改普へ大きく貢献したいものと強くのぞんでいる。

3．研究の概要

（別戯冊子参照）

第2次5カ年計画…総合教育棟の新設w

（1）基本計画

生徒が学習の主体者として学習するため把，数帝工学・図番飽・体育・生徒活動等の機能を集

中的かつ有機的把体系化できる総合数背紋をつくる。

形式としてオwブンシステムをとカ入れ多目的学習枚とし，在来の諸施設把はない総合性，敵

合性をもたせ新しい視点把立つて数筒・研究及び地域サ仙ビスを先進的把進めたい。

（2）計画設定の理由

1）現状認識

① 本校の生徒は，学習に対する関心が高く，その指導は自由，自主自律を基本としてか少，

教脅成果忙は見るべきものがある。

② 日本の敵背は今臥国際的にも高い水準陀適している。

特忙，高校進学率の向上による高校の準義務数削ヒ，大学への高h進学率等は国際的にも

注目されるところである。

壇た，教習について，今別急ど国民の関心や要求が高まっている時期は凌い。しかし，従

来ともすれば能率主義の関点から，致筒拓かけるw斉主義，画一主義の弊害が現われこれに

対する反省が強く求められている。

今後の数哲払 個々の生徒を大審にする教育が必要ではをかろうか。

③ 今後，附属学校が数脅研究・実習の実践的研究校として機能していくためには，視点をか

えて，生徒の発達上の諸側面を個々の生徒把ついて，科学的に把握することが必要である。

④ 他方，諸外国の教育審情托ついても流劫的ではあるが，高学歴化，教習への欲求の増大払

世界的を傾向でもあカ，日本は今後，経済的先進国であるだけでをく，文化面・教育面でも

国際的に先進的女役割をはたすべきである。

そのためには，現場の実践を通して，新しい方向を模索し，展望を め解決をはかるべき

－59－

である。

2）その対策

① 本校の教習は中。高6カ年一貫教育をその柱としている。一貫数筒の特色は生徒の発育●

発達の面と人間形成の面把ある。

第1陀6年間Kおける生徒の発育発達払興味・関心の多様化，自我の発達の面等が著し

い。したがって生徒の学習に対する関心は広く床く，これを汲みあげて学習を高め菖せるこ

とが必要である。

第2陀人間形成上 生徒の単なる文化の伝承者であるにとゞめず，学習の内在化を経て・

創造性塵かな文化の建設者として成長雀せること払教育本来の目的でもある0

この数筒の目的を遠戚するために払 生徒が自ら計画し，学習することが必要で現在のク

m…ズドシステムからオープンシステムの導入，その比故実験が行われなければならをい0

② 国民の数脅托対する贋求の増大は「人並意識」から，ひとカひとカが生甲斐をもてる人間

として育てる数簡への贅求とな少つつある。

たとえば遅進度対策に個別学習システムが導入されているよう陀今後一層研究を必賓●とす

るものである。

これ払 生徒の主体性を重んずる学習成立の研究を促進すべきことを示している0

③ 附属学校の研究が基礎的かつ先進的に行われるために払教官のオⅦブン化が必贅であカ・

現状の固定した施設では，生徒の実態の科学的な把握は困難である0

対策としては多様な生徒への能力，興味。関心に応える学習環境の設定が必要である0

④ 今後，日本が当面している数否問題にと少くむこと払国際的な教育問題の解決に欒する

意味がある0

教師はとかく，数えること＝学ぶことと考えがちであるが，生徒の立場からはこは威力立

つて＼ハない。

学ぷ者がみたされる教育論，方法論の確立こそが人類約な賓求であろうし・そのために本

校の結合数再検が附属学校として敵背・研究托その成果をあげることを期待したい○

Ⅲ 総合教育棟新設計画書（機業）

1特 ブレインダフロ7

生徒簸会，演劇・映画，各種研究発表会，弁論大会，講演会等大規模な発表行事に用いる○

－
60 －
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設備：映写設傲 放送設備，スタジオ装置（VTR，録音，映画投影）

2階 メディアフロア（オ…ブンフロア）

図窃，フィルム・テ…ブ，ビデオライブラリ叩，いも用数机 C・A・Ⅰ用救材，各種展示資

料を格納し，生徒が自由に活用して学習できるように資料を提供する。

設備：メディア登望作システム（ⅤでR，テ≠ブ，フィルム製作）

3階 ラ仙ニングフロア（オ叩プンフロア）

各種メディアを用いて，自学自習を行うと共把，グループ学習托よるゼミ等が自由に行われる。

設備：いLシステム，C・A・Ⅰシステム，パ叩ソナルコンビュ…ク¶，メディア製作システ

ム

屋」ニ トレーニングフロア

スポーツ等身体活劾を通して，自主性，横極性を養い，健康の増進を自ら図ることができるよ

う托する。

設備：トレ】ニングシステム

予算の概贅

施設 200，000，000円

設備 1階 40，000，000円

2階 30，000，000円

3階 106，000，000円

屋上 15，000，000円

計 391，000，000円

以 上

〝 61－

昭和55．第1匝l校内研修会（55．6．30）

総合教育棟の構想托ついて

その1 国内におけるオープンシステムの実践佼の硯状陀ついて（岡本，探野）

ア，岐阜・瀧沢端役轟（私）

イ，愛知・北部 中 （公）

ウ，静岡・加藤学戚（私）

エ，熊本・蘇 陽 高（公）

れ ／′・矢 部 高（公）

カ・川崎・日本女子大附属中・高（私）

キ，東京・小平西高（公）

久 埼玉・璧望学甜中・高（私）

ケ，長野・筑 北 中 （公）

コ，富山・福光中部小（公）

「参考：

① ォwブンシステムとは；Open system 王弓ducation の略でClosed systざm

Educa tion の否定として用いられる。略してクローズド・ンステムとぃう数脅は一斉授菜

を中心とした教習体系である0

① 一斉授業とはご同一の到達目標，同一の教材を叫斉陀数え，学ばせ，その結果を同一－のスケ叫

ノレ忙したがつて，同山の観点・採点方法によつて評定するような集団的授業形態」

その2 本校拓かける総合敵背棟の計画について（長野）

ア，計画のねらい

。実践校の教習方針

・本校生徒の意識調査のw一例

・新設のねらい

イ，総合数静枝の内容について

（1）多様夜規模の学習集団把応ずる可数的教室構造

（2）各種情報を多様友手段肥土つて創作・再構成できる施設・設備

（3）各種情報を管理し，多様な賓諸に対応できる施設・設備

（4）生徒が自主的計画にしたがって，学習できる施設・設備

以上の内容を含み，フロアは多目的な使用に適応するた軌一つの目的のため尚定されるフロアは

原則として作らないよう托したい。

ー 62 叫
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附■1， 実 践 校 の 教 育 方 針

ア，モテロジ¶教育

イ，志学・剛健・誠実

ウ，自から学ぶ子に酉てる教育

エ，自主・創造・礼節

れ 心感か・創造力・郷土愛・

心身たくましい

カ，信念徹底・自発創生・共同奉仕

キ，

ク．キリスト教主義数帝

ケク 生きがいに燃えよう

コ，自啓致常

・

特 徴

個性・適性・進度に応じた個別学習

モジュール教材による個別化学習

自主計画と自由学習

個別化指導

生徒の能力・個性托応じた教育

自主的把学習把と少くみ，創造力とねば力強い学習意欲を

餞てる。

自主学習

マジュラーースケジューリングシステム教育

生徒個々の個性 能力の伸長

自発化・労作化・個性化

閃かれた学校

人間の壁蟄閃く

時間の壁を閃く

空間の壁を閃く

教材の壁を開く

ー 63－

共通な施設・設備等

メディアセンタ¶による自学自習施設と教材作成施設

ラーニングセンター，学習・生活・体得の3ブロック佼舎

学習センター，言語演習室，個人学習ナ仙ス，かべの凌い学濁

視聴覚機器，・図番館と教室辟の有機的関連施設（軍営センター）

談話コ仙ナ仙

エ，れ とも人間関係を凍めるためのホーノレ，コミュニク“ションセンタwがある0

多目的のオープンスベ】ス（モ…ル）

人間関係を深めるための施設（モ…ノレ）

Ⅰ・S学習センタ叩（クロWズドからオ叫フンへ逐次改造中）

ラ】ニ／グセンター

多呂的利用の教室

ー 64－
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オwブンシステムの学校視察報告凄 1980．3．3～3．5 校内将計委員 深野
資料20

視 察 校 加藤学園小学校 （私立） 北部中学校 （町立） 鷹沢瑞浪高等学校 （私立）

所 在 地 静岡県沼津市大岡自由ケ丘1979 愛知鼎知多都東浦町緒川時庵5 岐阜県瑞浪市稲繚町荻原

電 話 0 5 5 9仙2 5…0 3 4 7 0 5628肌3－700〔〉 0 57 2肌6 7…3107

数 脅 目 標

・白から学ぷ子忙習てる教習 ・実力をしっかタ身忙つけよう（志学） ・各自の品性完成を目的として国際社会に貢献しうる人材の脅威を

・勉強を楽しむ学校 ・明るくたく優しく励ましあって進もう（剛健） めざす。

・心の盈かぜと思いや少を得てる致帝 ・健康で誠実な人間となろう（誠実） ・モラロジ…数腎托よる品性数脅な基礎とし，その上忙知乳 体習

指 導 方 針 ・たくせしい心身を脅てる数腎 指韓日楼を明確忙とらえ，生徒の適性・昏巨力に応じた指導を過払 をとカ入れ調和のとれた全人格数欝をめざす。

・子どもの生活を作る整った数爾環境

・国際人としての基礎数常

白から考え，学ぷ鮫皮や習髄の荷成把努軌 基礎学力を病める。 ・倣性，適性，進皮に応じた個別学習

開校年鑑

学校規則等

昭和47年（1972） 咄和51年（1976） 昭和35年（1960），昭和53年（1978）改轟

1学年1学級 約240名 男女共学 20学級（内1学級特殊） 約820名 男女共学 22学紋 324名，1学年6学級（1学級35名）．男女共学

学園内陀幼・′」、・中・轟あ少。その他に女子の繭薬科と普通科。 敷地面穣 35，431mZ 教員数35名 300万ば（15万坪），ゴルフ賂果樹園，菜鼠あぶ

床面碗‡1，503m2 趨遊資10依8千万円 全日制，定時制，全寮制 教員数49名

施 設・指 導

・大教室に2学年併設，1学級に2名の救師が指導にあたる。 ・教科ごと把嘗過敏垂4教室あ少・それぞれや教科の独立枚的機能 ・教科数重刷と教科どとのオーブンスペ≠ス忙よる教科独自の学習

・ティ¶ム・ティ仙テング托よる個別化指導
がもたせてある。 環境づく少。

・グル仙プ托よる月単位の課題学習 ・大ホールにおける換金，儀式・食堂，沸浜会等の多目的利用 ・メディアセンターKよる自学自習施設とそれ托伴う図笛閲覧と数

・英語敵背の実施，アメリカンスク仙ノレとの交流 ・モノA叫ル教材による個別化学習 財製作ならび托その利用

の 特 徴 ・かべのない数象，個人学習ブ¶スの施設 ・単元内遊鑑別学習 ・コモンホールにかける生徒の生活空間の確保と職員室の隣接怒ら

・多目的に利用できる学習センターの施設 ・多目的に使用できるラーニングセンタ仰が教科どと托ある。 び把対話の即時性

・言語鶴習箋

・高学年7泊8日の総合学習

・オ≠ブノダイム托よる自主計画と自由学習 ・錬成コースと普通コwスの選択とモクふ－ル学習

施 設・指 導

・視聴覚室はない。学習センター，音楽室，王里科箋等で行うことが ・ブランと設計では教科別の大き夜ワンル叩ム（20MX20M） ・この学校の特色はモテロソmという一種の宗数的倍念の集団の授

できる。 であったが，学校で間仕切をして教科普通教室4～5室とラ≠ニ 助と教師の奉仕的精神による教習億条がつらぬいていることであ

・学習センタ仙Aは二段床（じゅうたん）と怒つてお力，敷金．俵 ノダセンタ仙陀区切つた。間仕切をとればぃつでもワンル肌ムに る0

式，大教室，体得館的陀利用できる大きな空間となつている。隅 もどせる。ラーニングセンター打数科の教員机を卦いてある。 ・全国にあるモラロジ【過勤団体の子弟の全寮制数脅に特徴がある。

等 の 詳 細
陀はグループで話しあえるべ／チ等がおいてある。 ・理科室はラーニノダセンク叩を作らず大教室（爽験室）を四室把 ・教習工学の施設の充実には目をみはるべき点が多ぃが，年間の維

（その1）
・段上のル…フガーデン絃適教場陀利用 したが，間仕切は失敗であったという。 持発托1，000万円をかけている点が注目される。

・個人学習ブースは教師の研修会や生徒の個別指導ができるととも ・大ホ…ル（35丸正×25如）は生徒の生活の墳 ・さらにこの避営と教師への利用のため忙，ハれドとソフトの専門数

推挙習センタ仙Bの一部なので図番の利用の即時性が可能である。 教師がおかれている。

ー 69 － ー

70

Ⅶ



資料20

・この学校の令色は公立学校の管理的部分は児童の数背のマイナス

把なるとして，一切排除する傾向にあること，教師は数常に携わ

ることに専念することである。

漕ず出勤簿の廃止，職員会議は原則として行わない 朝礼も行

わない。始業，終発等のベル披…切鳴らさない。

そのかわカ・，研修会，生徒の饗求忙は勤務時間忙かかわらず対

応，花車していく捧別のようである。

8 二 30 一－10：30 王セクション

施設・指導

等 の 詳 細

（その2）

10：30 ～12：00 2セクション

昼 食

1：15 ～ 3：00 3セクシ曾ン（摺任以外の時機）

（英語，音楽，戚．工がここに配当）

・体帝は教科の別当はないが，週3時間はきめて行う。若い担任は

児盛の螢求で朝把7：30～8：30グランドでサッカー等をや

つてる。

・菜間に遊戯のテ≠マを決め体を助かしている。

・教科は教師が持つているが，教科をどう数えるかでなく，子ども

がどう活動するか，子どもがとカくむものから授業内容をくむ。

たとえば「新聞をつくろう」では数姉は括勉案を持つているが，

グル¶ブ忙よつてつくる過程がちがう。

・生徒はその日に活動する計画を，朝教師托みてもらう。その日に

学習できなかつた子どもは夜8時どろ填で教師の指導恕うける。

●ゆとカは子どもからみてどう学習してぃきたいか紅答える内容を

入れ指導すべきである。

・評価は月一回行う。作品，記飽 ノ仙卜をみる。

・三学期は全国の標準テストで学力の位定数みる。

・知能テストを入学時紀行うと1～5の段階であるが，標準テスト

では4－5段階の中に入る。

・1人1人を大審にすることが経営上も大切である。

・この学校の印象払 …見して学校の建物杵はみえず，白亜の病院

群といった感じがした。

・学校座薬基準を上まわる面横に覚ろくととも托文部省の施設課が

見学紅くるという先進施設が町立でできるということである。

・町長の卓越した数脅威と年金の敵資と病院楼祭家の先見とが総合

されて実現したという。

・器ができて利用する教師が当初，とまどいがあったという。普通

の教師，普通の生徒が良い環境で研修，研究をすすめ，また，視

察者への案内上からも何かの原理で何かをまとめなければならな

いという首級を持たせたのであろうか。「個別化学習教組るモジ

ュール教材」「びとタひと少の学習成立を図る授業の実践」とぃ
う研究紀饗がつくられ，世忙問う姿勢があらわれ，注臼に依する。

・先生が敦盛をひとつ持っている。故紙後の生徒指各 相談室にも

なつてかカ，担任教師はそこが学績，道徳の教室となる。したが

つて生徒粂団の尚定した教室披ない。

・教科辟をつくか特色のある投薬をしている。

姦礎教科〕数学・英語・国漕

〔決選探究数科〕社会，超綿i，（保健）

〔表現数科〕音楽，柔術，家，技，体脅

・単元の導入時にチェックテストを行いスタートレベルを決める。

展開後に下位群は普通教室で教師の指導陀ユタ学習勃発をあげる。

中位群はシンクロファックスを利用して上位群をめざす。上位群

披ラーニングセンター忙でてモジふ血ル学習の高等問題に挑戦する0

能力の差はスピードがあるかないかである。

・必倦虚像限の教科で能力テストをする。

・必鯵コ“スは全員，選択コ岬スは1～3とれる0

・礎物に密室をつくらなかつたので盗難は夜い0

ロッカーも大ホ…ルわきでオーブン紆なつている0

・生活指導で関税をかこす生徒はいない0

・コンビュ仙クー（でOSBAC125）16Kがあタ，カード入力によ

る選択料肖】賢衷，成績処理を行って

・教習機器の操作講習会を週3回行いチェック表で教師の受訴状況

をお潰えている。

・教科受訴粥査は11月に予備網査，12月把保盛者との面淡，1

月托本調査，2月紆調慶してきめる。

・2－3名の生徒が希望する科目でも教師の持時間（15時尚）等

で閑静することがある。

・50名以上の希望科白陀は2名の教師をあてる。

・自習にも教師の贅求があれば教師がでる。

自学センタ…がこの場所となるセンタ仙は100名刺用すること

ができる。

・各階教科別で，率偏重1，教室3，オーブンスベ仙ス1の割合で

お・かれてレゝる0

・ノングレードは生徒に心理的影響を与えるのでとらない，課題学習

習で自由忙学習してよい内容金高学年に多く用慈してある。

・モジューノレはモノュ…ルポグクスを廊下陀経き，自由に戦力出し，

演習をしてボックスに入れ．教師の指各 評価を受けられる。

・数学では厭序よく課題をこなすようナンバ叫をつけてあ少，モノ

ふWル利用も多ho

・英語ではオ“プンスベ…スにビデれ テレビ，LLがあカ，自由

忙学習できる。

・生徒の要求托は十分を準備をかけ教材づくカをする。

・錬成コWスは入学時に希望をとつて決める。このコ仙スは放課後

のクラブ活数に参加せず学習する進学コース組である。

・机の大きさは教科の璽言古できめる。

・繋にはチューターがいて生活指噂に当たる。

・定時制の生徒は敷地内陀あるゴルフ会社把就職し給料をとタ凌が

ら学習すること忙なる。

・生徒，致磯員全員が収容できる大食堂が別棟にあカ，ここで三食

の食番をとる。
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「筑波大学の基本構想」作成の趣旨
資料2王

昭和55年 2月28日

本学の新構想は，昭和46年7月16日に筑波大学創設準備調査会から報告された「筑紋所大学のあ

ゎ方について一報告仙」と，昭和48年9月29日に筑波新大学創設率備会陀おいてまと盛られた「筑

波大学の創設準備把ついて仙壇とめ…」托おいて，その概繋が示されている。締の創設は，これら

に示された線に沿つてその笑硯托務めてきたれ 今日に至つて～まぼ開設全体計画が達成されたので，

ここで過去5か年の実施の経験を踏填えて，改めて本学の基本構想を確認し，これを基礎として，今

後の本学が発展して行くべき方行を考える必要が生じてきた。そこで，昭和53年10月，評議会に将

来計画委員会を設鑑して，本学の将来計画を策定すること托をった。

将来計画委員会払 本学網設以来5か年の経過拓かんがみ，その実泡状況をつぶさに点検し，長期

的展望の下に本学の今後叫磁の充実・発展を期して将来計画を立案することを任務としてぃる。

本委員会は，そのために必贋を基礎的作美として，本学開設に至る過程でつくられてきた，新大学

の理念，全体構想等に基づき，更に過去5か年の実施に伴う経験と成果を生かして，ここ忙新た托，

公開・学際・安住を三つの柱とする本学建学の理想を明確忙し，今後の在夕方を方向づけるため「筑

波大学の基本構想」を作成した。
宅夢

本委員会ほ，これまで把この案を学内各機関に諮カ，適切な修正・補充を加え，戯終的把全学的共

通理解に基づく本学の基本方針として取少漕とめた。

臼召和55年 2月28日

将来計画委員会委員長

福 田 信

ー 81－
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土 総 論‥‥‥‥‥・

1筑波大学建学の理念…‥‥…・・‥‥‥・

2 大学把対する社会的要請…¢。………

3 筑改大学の基本方針‥…‥‥‥‥‥‥‥

次

（1）高度知識社会の展用と未来社会を粥く知的能力の開発

（2）大学の社会的使命の自覚

（3）学術研究のフロンティアの変化陀対応し得る数欝・研究体制の確立

（4）創造的知性と問題解放的能力を持つ人材の脅威

（5）知的活劇の多様化柁対応し侍る教習の強化

（6）新しい家筒方法の創出

（7）教員・学生の相互信頼托よる人格的を交流を削旨し，全学的な視野と立場

に立つ厚生補導体制の確立

㈹

㈹

的

仙

姻

調和のとれた大学叫体の自治

新しい数帝●研究体制佗適応し得る機能的，合理的な管改選常体制の確立

学外意見の適切な反映

国際性への指向

筑波研究学園都市にかける大学の役割

4 閃かれた大学‥‥・‥‥

（1）閉鎖性を打破すること

（2）数脅・研究活劇が学内的にも十分に閃かれてぃること

f3）数昏・研究活劫の内容が社会把開かれていること

（4）学外（鼠の内外にわたる）の数脅・研究清劫と緊密なる連係を保つこと

（5）数筒・研究施設を内外に粥放すること
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丑 管頓運営体制‥・‥…

1 新しい管理避常体別のねらい‥‥‥小‥

（1）中枢的な管理機開拓おける指導性の確立

（2）管理適営機関の機能的な役割分担

（3）数脅・研究の自由の積極的保障

（4J数馬の負趣感成と数脅・研究への専念

（5）学外者の管理超営への助言

（6）全学的な協調の確保

2 管理適営機関の構成。選任方法及びその主たる職務内容‥‥‥

3 優秀な教員の確保・‥…・‥‥
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ー

82
m



（2）菜巌評価

4 姿紡機構‥‥………・‥‥‥…・‥・……………‥………‥‥…………………‥‥‥t・…＝…‥…・

皿 教 育 体 制…‥‥…‥………・・……‥…………‥…・……・・‥・・・・……・‥…‥‥・・…‥‥…・……・

1 新しい教育体制‥…・………‥‥………

（1）教習と研究の機能的分化

（2）数脅分野の選定方針

（3）大学院教育重視の方針

（4）カリキュラムの編成方針

2 教育のための組級……・

（1）学部段階の教育組織

（2）大学院教育のための組級

3 教習方法……‥・…t‥・‥・‥……‥・‥…・…‥‥……・…・…‥‥……‥・・…‥…・‥‥…・…‥‥‥…・＝・

（1）学群における数筒方法

（2）大学院陀をける数脅方法

4 入学者選抜方法…・・‥・…・……‥‥…‥…‥‥‥‥‥……・・………‥……・……………・‥…‥‥‥…

皿 研 究 体 制‥…………‥・‥

1 新しい研究体制・・・・・‥・‥‥…‥・・…‥・………・‥‥・‥・‥・…・

2 研究のための組織……‥……・・…‥……………・…‥‥‥‥…‥t…‥‥・……‥・・…‥・……………

（1）学 系

（2）特別プロジェクト研究組級

3 各研究組織の内容・・……………‥……・…・…………‥‥・‥・……・l…・・………・…・…・・・………・

（1）学 系

（2）特別プロジェクト研究組級

Ⅴ 教育・研究のための学内共同利用体制……………‥・…‥‥‥……・…・…・……・・…・…‥・……‥・

1センタ¶等（学内共同教育・研究施設）

2 附属図番館‥……・…‥…‥‥………‥…・・・・‥……二…・‥…・……・………‥‥‥…‥……・‥・‥‥‥・

（1）遜営の基本方針

（2）適営の縫紋

3 附属病院・‥……・……‥‥…・・・…・＝・＝……‥‥………・・…‥………・・・…・・……………………‥・

（1）全般的対応

（2）病院の中央管理体制

（3）各専門領域及び各専門領域にまたがる診療活助の脅成

（4）各学系忙澄たがる診療活勒の育成

4 通信システム（学外の主賓な数脅・研究機関との密接な連係）

ー
83
－

Ⅵ 厚生補導体制‥………＝…‥‥……‥■●………’’…－……‥…‥－‥●……‥●－…◆－………………

1本学忙おける学生の地位と鶴り‥…………・…・・・・・…・…・・‥……・・………‥‥‥◆‥……‥……－

2 大学の自治と学生の自治‥・…・・…・・…・……‥・……・・…◆…‥…＝●…‥………I■…－…‥………

3 厚生補導の方針……………・・………・…………◆……◆……■…－…●…’’…………◆…‥‥………

人間的交流

学生の意向反映

学生指導の資任の範囲

（4）全学一体の組放と遜営

（5）学生指導の専任

4 厚生補導の組級‥…・t・・・‥‥・…‥……………・…・・・……………‥…－……‥一…t‥……‥…■t…－

（1）クラス制度

（2）学生担当教官制

（3）学生委員会

5 学生縫紋及び課外活動‥・…………・一‥‥…◆◆●＝…◆‥………●…‥…………●■…◆…‥…◆‥…‥…

（1）学生組級

は 課外活劫

6 福利・原生施設…・……‥…‥……‥・‥………‥・・＝…‥……◆■‥‥‥ハ■…‥‥…‥◆…’‖…■…－II●

7 学生の居住施設……・・・

8 就磯指導……・………・…・……………＝■…t●’…‥…◆………‥…－…I■‥■‥……‥……‥…‥●…－

Ⅶ 学校教育部■■

1研究括劾のねらい………‥………・…I‥………、－……■…‥…‥‥‥’…………………‥…●……

2 研究活動と機能………………‥…・…◆……‖…■………‥…‥◆－……I…‥●‥‥………………■‥

（1）研 究

（2）数脅実習及び臨床実習・現職教習の実施並び陀研修会の開催

（3）教育資料館の設脛

（4）社会との連係及び国際交流

憾 施設・環境計画■’…

1施設・環境計画の基本的な考え方…t・・…・…‥…‥…‥…‥……・・…・……‥‥…●‥…‥■‥■…●

2 キャンバスの全体計画………・……・・……・………・…‥……………・…・…‥・・…‥＝＝－‥……‥

（1）空間構成の原則

（2〉土地利用と施設の配経

3 施設の建粂計画……‥・‥……い……・……‥・・…‥

（1）計画の方針

（2）学群施設の計画

（3）大学院施設の計画

（4）学系施設の討画

ー84w



Ⅰ 総 論

1 筑波大学建学の理念

本学払基礎及び応用諸科学托ついて，国内外の数帝・研究機関及び社会との自由，かつ，繁務

なる交流連係を耗め，学際的な協力の笑をあげながら，数静・研究を行い，もって創造的な知性と

盛かな人間性を備えた人材教常成するととも托，学術文化の進展忙寄与することを目的とする。

従来の大学は，ややもすれば狭い専門領域托閉じこもカ，致常・研究の両面陀わたって停滞し，

固違化を招き，現実の社会からも遊離しがちであつた。本学は，この点を反省し，あらゆる意味陀

かいて，国内的にも国際的にも閃かれた大学であることをその基本的性格とする。

そのためには，変劫する現代社会に不断把対応しつつ，鼠際性盤か托して，かつ，多様性と柔軟

性とを待つた新しい数筒・研究の機能及び遜営の組織を開発する。更陀，これらの渚活劾を実施す

る資任ある管理体制を確立する。

2 大学終対する社会的要請

今日，大学は2ユ世紀の未来社会をり叫ドする知的涙助力として社会から大き夜期待を寄せられ

ているととも陀，それをなし碍る大学の新しい体制づく如ラミ強く饗諭されている。そ－の社会訂期待

と紫請は，次のどときものであると考えられる0

（1）従来の学問分野托ついてはもちろんのこと，更に総合科学，境界領域科学など既存の知識体系

や組級では開発することが困難であった学問領域のフロンティアの研究粥発とそれを速成し得る

高度の研究者を筒成する斬新な数再試程の創出，更に絵その教習・研究成果の社会への還元を図

る0

（2）豊かな教番と科学的思考力を具備し，常に創造的な知識を志向する精神的態度を備えた指導的

社会人の養成を図る。

（3）裁い洞察力とたく優しい創造力をもって，学問の新分野を開拓する研究者の養成を回る。

（4）計画し，管理し，制御する能力と，知的技術体系のβ告発能力とを兼ね備えた新しい塑の技術人

の蓉成を図る。

（5）現在及び将来の我が国の発展を担う青少年の帝成のため，盛かな学識数容と国際的視野を備え

た指導的教脅者の養成を図る。

本学払 こうした社会的期待と饗請拓こたえるための大学改革の担い手として創設されたのであ

れその使命は極めて遼大であるといわねばをらない。

－ 85 －

筑波大学の基本方針

上忙述べた筑波大学建学の理念を実現し，その社会的要請拓こたえるため，本学は以下の基本方

針に基づいて大学を遥営し，敵背・研究の水準の向上と拡充に不断の努力を続けるものである。

（1）高度知識社会の展粥と未来社会を閃く知的能力の開発

学術研究の飛躍的発展及び科学技術の驚異的革新把よる，新しい高度知識社会の展開と，それ

のもたらす人間療外の渚状況を適確に把姦し，人間の尊厳把対する新しい自覚に基づいて，人類

の姦の福祉の増進に寄与する英知と能力のβ目先陀努める。

（2）大学の社会的使命の自覚

大学は社会的発展の原動力たる創造的知識の源泉である。本学はこの社会的使命を自覚し，あ

らゆる意味で巨細ゝれた大学を志向することによつて，社会との緊密なる連係を図少，その多様な

箪請陀対応し得る弾力性を待った組級を確立する。

（3）学術研究のフロンティアの変化に対応し得る数宙・研究体別の確立

学術研究の推進に当たつて，個別奉i学はもとよう，総合科学や境界領域科学の開発及び研究の

場の創造に努めるととも把，その成果を基礎として，新しぃ基幹科学を主軸とした体系的な致帝

課程の開発によ少，教習内容の草餅をi頚る。

（4）創造的知性と問題解決能力を持つ人材の脅威

常把創造的な知識を志向し，新しい知糾受術修得への適応能力を高払 更拓問題解決型の精神

的態度を持つ人材の脅威翔発把努める。

（5）学生の貿及び知的欲求の多様化と学問の進歩に伴う学際性を考慮し，教昏組織及びがノキ汲ラ

ムの編成把当たって払従来のような南山牲を廃して・その多様化と新しい体係化を促進すると

とも托，学生個々の能九適性把応じた教帝の強化に努める。

（6）新しぃ数帝方法の創出

学生に対して大学が常に新鮮な知的刺激を与えるため拓，他の幾合する数脅メディアとの機能

分超を考慮するとともに，教育・研究のあらゆる分野に最新の科学的手法を大過花車入した効果

的な教背方法の創出を図る。

（7）教員・学生の相互信頼把よる人格的な交流を目指し，全学的な視野と立場把立つ厚生補導体制

の確立

大学の大衆化とともにとかく失われがちである教員と学生の相互信頼による人格的な交流を実

現することによ一つて，学生が心身ともに生き生きとした学鼠生活を拳受し得るようにする。この

ため托払学生の大学把おける地位・役割を明確托し・それに応じた通航学生の意向反映の場

を設定する。
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次項にも数 （ふえん）するよう陀，全学一体の大学自治の特色を生かして，厚生補導も全学

的な視野と立場忙立って効率的忙実施する。

（8）調和のとれた大学〟体の自治

「学部の自治が大学の自給」と書れてきた従来の閉鎖的な教授会中心の大学自治を改め，調和

のとれた全学一体の大学自給を実現し，もって教習・研究の自由を確立する。

（9）新しい教育・研究体制托適合し得る機能軌 合理的な管理遜営体制の確立

大学の管理遜営把つぃて払 従来の大学の持つ様々な問題点を解決し，政審する方向で，新し

ぃ教習・研究体制忙最も適合し得る，明確托して機能的，合理的な管理終制を粥発してきた0特

に，今後は教育・研究と管理適営の機能的な分離，管理遜営把当たる各機関の特性に応じた機能

分超の徹底，学長，副学長の指導性の強化 全学の意見を適切把反映し碍るフィードバック●シ

ステムの確立など把努める。

これ忙よって，学長，副学長などの執行機関の全学的夜分野拓かける調整及びり仙ダ仰シップ

の機能と敵背・研究の個別的な分野に射ける教員会議を中心とした教習・研究の自主活動とのバ

ランスのとれた管理超営を実現する。

（10 学外意見の適切な反映

社会的陀「閃かれた大学」として，学外の適切な意見を大学の管理適償托適確陀反映盲せる体

制を整備し，それによって，大学と一般社会の双方の賓求，希望等を敏感に受け止めて・その調

和を図少，填た，大学と外部との間の効果的な緩衝の沿剖を果たし，必要忙応じては大学執行部

の行動力を補うことができる等の効果を期待する。

αカ 国際性への指向

大学は本来普遍的，国際的性格を持つものであるが，近年の我が国の急激な国際化時代の到来

ととも把，国際化忙占める大学の役割はぜすぜす大きく，かつ複雑にをっている。従来・我が国

の大学は欧米先進国の諸大学をモデルとして先進的な学問成果の㌦方的移入に努めてきたが，今

後の大学把おける国際化は，相互軌かつ多様な形態をとつて推進されなければ怒らない0すな

わち，教習・研究のあらゆる分野托国際性を横梅的に導入し，欧米先進国のみならず，いわゆる

開発途上国との国際協力をも推進すること托よって，高等数背のバイオニ7としての役割を果た

すとともK‥萄慶の軽際的夜学術水準を維持し，研究者や学主の広い国際的視野を番う0

的 筑波研究学園都市把おける大学の役割

本学払総合大学としての使命を扱うととも把，我が国最初の研究学園都市把設置された大学

として，新しい型の地域社会の発展の中で主導的な段別を果たし，研究学掬都市の中核として，

他の数昏・研究機関と密接を連係を図カ，我が国学術文化の進展把貢献する。
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4 開かれた大学

本学の最も重要な理念である「閃かれた大学」とは，以下のような内容を持つ。

（1）閉鎖性を打破すること

従魔の学部瀦座制把付随しがちであった教員人審や予算等種々の閉鎖性を排し，自由で開放的

夜組織であること。

（2）教脅・研究活動が学内的托も十分に開かれていること

本学の教育・研究括劫が学外との緊密な協力の下に実施雀れるため托は，大学の内部把おける

数筒・研究活動がこれ填での大学のよう打率門分野どとに割拠分散するのではなく，有機的を小

体として緊密に結合されたものであれ いわば学内約にも十分把開かれていることが基本的な条

件である。このことは学問の高変化．専門化の著しい時代の学問研究や社会の饗諸にこたえて，

大学が学際的な研究を推進するためにも強く饗諭されている。

（3）教育・研究活動の内容が社会に閃かれていること

社会の急速を発展とともに，大学に対する社会的要請はます浸す大きく，かつ多様なものとを

カつつあるが，このような社会の要請を適確に把握するととも把，これ忙対して，大学の果たし

うる機能を明確に理解し，国家社会に対する公共機関としての使命を果たすことが期待されてい

る0

（4）学外（国の内外終わたる）の教育・研究活動との緊密なる連係を保つこと

本学が大学の社会的使命を達成し，その趨当する学問分野托おいて，儒托高度の水準を保持す

るため忙は，本学内忙おける教脅・研究活動だけでは十分でなく，学外の教育・研究活助との蔽

えざる情報の交換と有機的な連係の保持が不可決である。と少わけ，我が国の致脅・研究の硯淡

かよいえば，教習・研究活助の国際的を交流把よつて，現状忙活力を与えることが緊急の課題と

となつている。本学はこの諜題を達成するため忙教員や学生の国際交流を横極的把推進すること

を目指す。

（5）数筒・研究施設を内外に開放すること

本学は，その本来の目標を達成するための括劫とともに，教習及び研究打開する社会の多様な

贅請にできる眼力対応するものとする。そのため陀，教育・研究施設の共同利用や開放，更に教

習・研究の成果を社会に選元するための大学公約活劫を横極的把推進する。

（6）管理遜営の面にぉいて広く社会に開かれていること

大学紅かける教習・研究括劫を殺高度に箆棒するため，大学の管理遥常に学外の有級者の参加

を求め，その適切を意見を反映する。
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Ⅶ 学 校 教 育 部

学校数背部払 児鼠 生徒又は幼児の故習又は保帝托関する実際的研究を行うとともに，学長の監

督の下に，附属学校の適営紅絹する校務について総括及び調整を行うことを目的としている。この日

的を突現し，我が国における学校数簡の故老把幾し，広く国民の期待と社会の要請にこたえることが・

東京高等師範学校以来の伝統と実綴を継承して設殴された本学学校数背部の使命である。

1 研究活動のねらい

学校数背部披，幼稚戌，小学校，中学校，高等学校，盲学校，登学校及び蕃諮学校における数脅

に閲し，心身の発達陀応じた－質する教育の在力方や障害托共通する教習の在少方，また，発達の

各段階や障害の雌別把即した専門的な指導の在夕方を分析的，総合的に研究するととも忙，普通敵

背と特殊教脅又は機業教育との関連にかいて数脅上の特質を明らかにする。更陀附属学校拓かける

数脅実習等の実践を通して，教職数百の在力方を明らか托するととも把，各種の実践括劫を通して

学校数爾と生産数脅のかかわ少あ 学校数常忙おける国際協力の在夕方などを研究する。

2 研究活動と機能

（1）研 究

学校数得部払 附属10校と一体となカ，また関係学系等とも密接な連係を図少ながら′ 基幹

研究（プロジェクト研究）及び領域別研究を通じて，学校数常に関する基礎的及び応用的研究を

行う。更托，心身に問題を持つ児童・生徒に関する研究把島・いては，全附属学校及び関係学系等

と関連を図力潅がら，広く門戸を叫般に開放し，実際的，臨床的活助を通して研究を行う。

（2）数常実習及び臨床実習・現職数脅の実施並びに研修会の開催

学校数背部払 教育実習生，内地留学生，研修生等の指導を山元的に受け入れるばか少でなく，

資格認定試験，単位認定論う軌 校長，・指導主審詐習，学校数欝相談忙関する訴習，各曝書担当教

員諮常会を実施する母体となる。鳶た，教員蕃成打開する指導の在夕方を研究するととも把，特

殊教習教員（養護・訓練）の蕃成に当たる。

筑波大学把は，現在．普通教習を行う附属佼（小学校・中学校・高等学校），特殊数昏を行う

附属佼（盲学校・幾学校・養詭学校…肢体不自由児・精神薄弱児）及び成業教習を行う附属佼（

高等学校）の1．0佼があカ，教育の面から多様な内容を含んでいる。
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（3）教脅螢料飴の設置

本学の母体となった東京数帝大挙が100年陀わたって畜横した学校数矧渇係の資料を整理し，

更に国内及ひ韻外国の学校数帝関係資料を将来にわたって収簸，保管及び展示するための数背資

料館を設置する。

な軌
これらの資料を展示，公開するの忙必要な施設の盤備・充実を図る。

（4）社会との連係及び国際交流

学校数背部払地域社会の数脅・文化・福祉の増進に寄与するた軌例えば，心身に問題を持

つ児童●生徒に対する幅広い数首相談活動を行う。填た，社会の饗詣に応じて生妊数腎陀かかわ

る数裔の在夕方の研究や成人学級等の開催をする。

更陀，学佼数帝に関係ある外国人留学生を受け入れた少，海外子女の教欝及び海外の学校との

姉妹校制度の研究を行った少，学校数静把関する国瞭会議をβ8催した少して，国際的な交流を図

る。
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「教育課程」構想 55．11．28
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（探 野 明）
叫

教育目標

自主性の脅威

創造力の育成

国際性の脅成

二 教育課程編成の原則

1．5年間を…期とし，3年後把次期教習課程編成委員による現行の検討を行い，4年後に次期の

教育課程を作成し，5年後に研究敬啓課程の実巌と手なおしを行い，新しい数背課程陀移行する。

（入学手続説明時把徹底をきす）

2．教習課程編成要員の構成は各教科1名と管理職（教務担当）とする。

各教科の委員ほ任期5年とする。

3．低学年把おいては基礎学力の修櫓にあてる。

4．中学年においては科目の学力を修得させる。

5．高学年においては学問の体系の基礎にふれさせる。

6．教科と特別数帝活劫の関連を重視し，選択の帳をひろげる。

7．科臥 静座を開放し，能力忙応じ学習する機会を与える。

（教官の専門性を生かすとともに，外部から補許する詐師を招くことができる）

8．労作教習を重視し，明確托位殴づける。（勤労体験，環境糞化，登備等の重視）

9．体筒を振興し，行動体力の向上をはかる。

10，情操を盤かにし，芸術的能力の脅威を考慮する。

三 学習指導賓領と数帝課程編成との関係

1．必修科目は惨禍させ，虚像限におさえる。（普通科）

2．学校必修は；深溝なわ。

3．選択の晦をびろげ，生徒の特性を高める。

四 到達のための環境改善

1．中学を1学年1学級増とし，4学級とする。

2．高校における生徒募集は補充のみとし，行わ凌い。

3、多呂的，大規模な空間の校舎し総合教習練）の建設な行うc

4．合併教室の設置のため改装を行う。

五 6か年数簡の特徴を生かした内容の組みかえ

1．学習モデル

え 教科十窄清モデル

3．教科＋行番モデル
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低学年（1．2）中学年（3・4） 高学年（5．6）

基礎学力 教科学力

慣際関係論召座

総合科学

基礎学問

基礎体力 領域終電 スポーツ

情操
芸術
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